
解

題
本
稿
は
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会（T

he
Japan

Society,
L

ondon

）の
機
関
誌T

he
Transactions

and
P

roceedings
of

T
he

Japan
Society,

L
on-

don
,

V
ol.

6,
Part

2,
1904,

pp.
151-166

に
掲
載
さ
れ
た
第
六
三
回
定
期
会
合
（T

he
Sixty-T

hird
O

rdinary
M

eeting

）
の
全
訳
で
あ
る
。
よ

り
具
体
的
に
言
え
ば
、
一
九
〇
二
年
一
二
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
会
合
の
記
録
で
あ
り
、
①
議
長
挨
拶
、
②
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン

（John
H

enry
D

ixon
1838-1926

）
の
発
表
論
文
「
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
」（
原
題

“O
n

Som
e

Japanese
A

rtists
of

T
o-day”

）、

③
論
文
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
④
発
表
当
日
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
展
示
し
た
絵
画
の
リ
ス
ト
、
の
全
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
原
文
に

は
丸
数
字
に
よ
る
項
目
は
存
在
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
番
号
を
付
し
て
項
目
化
し
た
）。

訳
者
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
日
英
関
係
史
を
調
査
す
る
過
程
で
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
と
出
会
っ
た
。
今
回
の
拙
訳
は
、

主
に
夏
目
漱
石
研
究
と
近
代
日
本
美
術
史
の
二
領
域
と
関
連
し
て
い
る
。
漱
石
研
究
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
経
歴
の
詳
細
と

あ
わ
せ
て
、
本
誌
本
号
に
別
載
し
た
拙
稿
「
日
本
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
旅
――
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
夏
目
金
之
助
を
め
ぐ
っ
て
」

ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
「
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
」

――
一
九
〇
二
年
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で
の
発
表
論
文
（
翻
訳
と
注
釈
）
――

西

村

将

洋

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
三
十
四
巻

第
二
号

四
八
九－

五
三
一
頁

二
〇
二
〇
年
三
月
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を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
と
近
代
日
本
美
術
史
の
関
連
性
に
つ
い
て
概
説
す
る
こ
と
で
、
拙
訳
に
関
す
る
導
入
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
事
務
弁
護
士
（Solicitor

）
で
、
政
務
事
務
官
や
教
育
長
な
ど
の
役
職
を
つ
と
め
る
と
と
も

に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
や
慈
善
事
業
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
人
物
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
活
動
と
並
行
す
る
か
た
ち
で
、
デ
ィ
ク
ソ
ン

は
考
古
学
や
美
術
な
ど
の
多
方
面
の
文
化
領
域
に
も
強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
一
八
八
九
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
の
日
本
で
の
滞
在
経

験
を
も
と
に
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で
発
表
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
発
表
直
前
の
一
九
〇
二
年
一
〇
月
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
に
滞
在
し
た
の
が
、
当
時
「
発
狂
」
事
件
の
渦
中
に
あ
っ
た
留
学
生
の
夏
目
金
之
助
、
す
な
わ
ち
後
の
小
説
家
漱
石
だ
っ

た
）。ロ

ン
ド
ン
日
本
協
会
は
一
八
九
一
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
日
本
の
言
語
、
文
学
、
歴
史
、
民
俗
、
芸
術
、
科
学
、
産
業
、
さ
ら
に
は
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
日
本
人
の
社
会
生
活
や
経
済
状
況
な
ど
、
日
本
に
関
す
る
研
究
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
さ
れ
た
。
創
設
当
初
か

ら
国
際
性
を
大
き
な
特
徴
と
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
諸
国
の
研
究
者
や
日
本
美
術
愛
好
家
、
さ
ら
に
は
岡
倉
覚
三

（
天
心
）
ら
の
日
本
人
研
究
者
や
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
も
会
員
に
名
を
連
ね
て
い
た
（
詳
細
は
、
サ
ー
・
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー

タ
ッ
ツ
ィ
「
日
本
協
会
百
年
の
歴
史
」
大
山
瑞
代
訳
『
英
国
と
日
本
――
架
橋
の
人
び
と
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
を
参
照
）。

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
は
、
前
半
で
は
旅
行
記
的
な
叙
述
が
展
開
さ
れ
る
が
、
中
盤
に
差
し
か
か
る
と
論
調
が
大
き
く
変
化
す
る
。
明
治
期
の
洋

画
家
が
総
勢
五
〇
名
近
く
も
登
場
し
、
滞
欧
経
験
を
有
す
る
画
家
や
若
き
美
術
家
を
中
心
と
す
る
同
時
代
美
術
史
が
綴
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
東
京
の
画
家
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
在
住
の
美
術
家
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
克
明
に
記
録
し
て
お
り
、

一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
出
品
に
関
す
る
地
方
洋
画
家
の
葛
藤
や
、
同
時
期
の
裸
体
画
論
争
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

当
時
の
日
本
洋
画
界
で
は
、
黒
田
清
輝
を
中
心
と
す
る
白
馬
会
が
画
壇
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、

黒
田
ら
を
あ
ま
り
重
視
し
て
お
ら
ず
、
白
馬
会
の
対
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
旧
派
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
た
美
術
家
た
ち
を
評
価
し
て
い
る
。

異
邦
人
た
る
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
日
本
の
新
派
（
白
馬
会
）
は
あ
ま
り
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
集
団
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
、
日
本
人
が
「
旧
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派
」
と
決
め
つ
け
て
い
た
グ
ル
ー
プ
の
若
き
美
術
家
た
ち
こ
そ
、
多
彩
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
異
文
化
交
流
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
美
術
評
価
の
視
差
、
と
い
う
問
題
系
が
現
れ
て
い
る
。

加
え
て
注
目
で
き
る
の
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
日
本
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
親
し
く
交
流
し
た
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
再

評
価
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
最
も
共
感
す
る
画
家
と
述
べ
た
五
百
城
文
哉
は
「
伻
る
明
治

の
洋
画
家
五
百
城
文
哉
展
」（
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
通
じ
て
包
括
的
な
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
る
し
、

デ
ィ
ク
ソ
ン
と
親
し
く
交
流
し
た
小
笠
原
豊
涯
に
つ
い
て
は
、「
浅
井
忠
と
関
西
美
術
院
展
」（
府
中
市
美
術
館
ほ
か
、
二
〇
〇
六
年
）
で
、
新
た

な
作
品
紹
介
や
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
「
三
宅
克
己
回
顧
展
」（
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）
や
「
特
別
展
二
世

五
姓
田
芳
柳
」（
坂
東
郷
土
館
ミ
ュ
ー
ズ
、
二
〇
一
八
年
〜
翌
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
し
、
日
本
国
外
に
目
を
移
せ
ば
、
国
立
台
北
教
育
大
学

北
師
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
近
代
日
本
洋
画
展
」（
二
〇
一
七
年
〜
翌
年
）
で
は
、
台
湾
美
術
の
「
恩
人
」
と
も
呼
ば
れ
る
石
川
欽
一
郎
「
河

畔
」
の
発
見
が
話
題
と
な
っ
た
。

※

今
回
翻
訳
し
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
発
表
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
も
夏
目
漱
石
研
究
や
五
百
城
文
哉
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
自
体
は
言
及
さ
れ
て

き
た
（
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
が
挙
げ
ら
れ
る
）。
し
か
し
他

方
で
、
こ
の
論
文
を
対
象
と
す
る
実
質
的
な
検
討
は
、
い
く
つ
か
の
障
壁
の
た
め
に
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
。

最
も
基
本
的
な
問
題
と
し
て
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
言
及
す
る
日
本
人
画
家
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
人
物
の
確
定
が
困
難
だ
っ
た
、
と
い
う
事
情

が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
部
の
画
家
に
つ
い
て
は
比
較
的
容
易
に
人
物
を
特
定
で
き
る
の
だ
が
、
た
と
え
ば
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は
高
橋

由
一
を

“H
ichi

T
okohashi”

と
記
載
す
る
な
ど
、
数
名
に
つ
い
て
は
暗
号
解
読
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
し
か
も
前
述
し
た
小
笠

原
豊
涯
の
よ
う
に
、
経
歴
な
ど
を
含
め
て
現
在
も
詳
細
不
明
の
画
家
が
複
数
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
論
文
に
記
載
さ
れ
た
事
実
関
係
だ
け
で
な
く
、

内
容
の
信
憑
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
拙
訳
で
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
に
記
載
さ
れ
た
日
本
人
洋
画
家
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
人
物
の
推
定
を
試
み
る
と
と
も
に
、
注
を
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設
け
て
、
そ
れ
ら
の
日
本
人
洋
画
家
に
関
す
る
略
歴
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
高
橋
由
一
の
よ
う
に
、
人
物
推
定
の
過
程

に
つ
い
て
何
ら
か
の
補
足
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
注
で
適
宜
解
説
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
出
席
者
の
発
言
に
は
、
歴
史
的
な
注
釈
を
加
え
な
け
れ
ば
、
内
容
の
理
解
が

ほ
ぼ
不
可
能
と
な
る
箇
所
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
点
も
テ
ク
ス
ト
読
解
に
関
す
る
障
害
と
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
洋

画
家
の
中
村
不
折
経
由
の
情
報
と
し
て
、
江
戸
中
期
の
尾
形
乾
山
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
絵
を
描
い
た
、
と
唐
突
に
主
張
し
は
じ
め
る
し
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
義
和
団
事
件
の
虐
殺
場
面
を
描
い
た
絵
画
が
作
者
不
明
の
ま
ま
話
題
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
て
、
拙
訳
の
注
で
は
、
テ
ク
ス
ト
を
読
み
進
め
る
際
に
有
益
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
情
報
を
、
積
極
的
に
盛
り
込
む
よ

う
に
心
掛
け
た
（
た
と
え
ば
、
尾
形
乾
山
の
意
匠
に
西
洋
の
影
響
を
見
る
考
え
方
は
、
実
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
献
に
基
づ
い
て
い
た
）。

以
上
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
で
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
が
、
最
終
的
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
論
文
で
言
及
し
た
日
本
人
洋
画
家
に
つ
い
て
、
全
員
の
氏

名
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
現
段
階
で
の
翻
訳
は
不
十
分
な
内
容
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
公
表
す
る
こ

と
で
、
拙
訳
や
人
物
推
定
に
関
す
る
過
誤
な
ど
も
含
め
て
、
識
者
に
判
断
を
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

最
後
に
一
点
だ
け
追
記
す
る
と
、
今
回
の
翻
訳
で
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
よ
る
論
文
発
表
が
終
了
し
た
後
、
注
目
す
べ
き
出
来
事
が
読
者
を
待
ち
受

け
て
い
る
。
水
彩
画
家
で
初
版
本
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
（T

he
A

dventures
of

Sherlock
H

olm
es

）』（
一
八
九
二
年
）
表
紙
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
Ｇ
・
Ｃ
・
ハ
イ
テ
が
、
猛
烈
な
勢
い
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
へ
の
批
判
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
議
論
に
は
日
本
人
出
席
者
も
加
わ
り
、
そ
れ
ま
で
穏
や
か
だ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
の
定
期
会
合
の
雰
囲
気
は
一
転
し
、
混
沌
と
し

た
論
争
状
態
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。
拙
訳
で
は
議
事
録
的
な
概
要
し
か
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
実
際
の
会
場
で
は
、
さ
ら
に

激
し
い
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
入
り
乱
れ
る
異
文
化
交
流
の
現
場

は
、
本
稿
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
焦
点
を
形
成
し
て
い
る
。
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凡

例

�
原
則
と
し
て
拙
訳
に
登
場
す
る
日
本
人
洋
画
家
と
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
の
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
注
を
設
け
て
略
歴
を
記
し
た
。
た
だ
し
、

ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
は
例
外
と
し
、
本
誌
本
号
に
別
載
し
た
拙
稿
「
日
本
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
旅
――
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・

デ
ィ
ク
ソ
ン
と
夏
目
金
之
助
を
め
ぐ
っ
て
」
の
末
尾
で
年
譜
を
作
成
し
て
い
る
。

�
注
の
略
歴
に
関
す
る
参
考
文
献
と
し
て
は
、『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
――
明
治
美
術
会
か
ら
太
平
洋
画
会
へ
」
展
図
録
』（
も
う
ひ
と
つ

の
明
治
美
術
展
実
行
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）、『1908/09

ロ
ン
ド
ン
の
青
春：

前
後
――
白
瀧
幾
之
助
・
南
薫
造
・
富
本
憲
吉
と
そ
の
周
辺
』

（
ふ
く
や
ま
美
術
館
、
一
九
〇
〇
年
）、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
〜
一
九
九
七
年
）、『
近
代
日
本
美
術
事
典
』（
講
談
社
、

一
九
八
九
年
）、『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）、『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
し
た
。

�
右
の
文
献
を
注
で
参
照
す
る
際
に
は
、
書
名
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
副
題
や
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。

�
右
の
文
献
に
記
載
の
な
い
人
物
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
注
で
参
考
文
献
を
提
示
し
た
。

�
人
物
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
原
文
に
記
さ
れ
て
い
る
欧
文
表
記
の
人
名
を
そ
の
ま
ま
拙
訳
に
組
み
込
ん
だ
。
そ
れ
と
と
も
に
注
で
詳

細
不
明
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
他
と
区
別
し
た
。
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【
①
議
長
挨
拶
】

第
六
三
回
定
期
会
合
（
第
一
二
期
第
三
回
）

（
１
）

一
九
〇
二
年
一
二
月
一
〇
日

ハ
ノ
ー
バ
ー
・
ス
ク
エ
ア
二
〇

日
本
協
会
ホ
ー
ル
に
て
開
催

（
２
）

マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
（
法
学
士
、
日
本
協
会
名
誉
司
書
）
が
、
午
後
八
時
三
〇
分
に
議
長
席
に
着
き
、
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ

（
３
）

（
４
）

ク
ソ
ン
氏
（
考
古
協
会
会
員
、
日
本
協
会
会
員
）
が
「
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
論
文
に
は
、

（
５
）

デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
の
日
本
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

会
合
冒
頭
で
議
長
の
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
が
長
年
の
知
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
知
り
合
い
に
な
っ
て
か
ら
四
半
世
紀

以
上
に
な
る
、
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
議
長
が
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
に
つ
い
て
主
に
知
っ
て
い
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
里
離
れ
た
、
絵
画
の

よ
う
に
美
し
い
場
所
に
住
み
、
我
々
が
最
も
重
要
と
み
な
す
多
く
の
水
彩
画
家
た
ち
を
歓
待
す
る
と
と
も
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
自
身
も
絵
筆
の
腕

（
６
）

前
を
上
達
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
が
世
界
一
周
旅
行
の
た
め
に
山
間
の
自
宅
を
出
発
し
た
と
聞
い
て
、

議
長
は
多
少
の
驚
き
を
覚
え
た
。
だ
が
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、
帰
国
し
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
が
す
ぐ
に
東
洋
へ
舞
い
戻
っ
た
と
い
う
知
ら

せ
が
届
き
、
議
長
は
さ
ら
に
驚
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
驚
き
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
が
日
本
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
、
と
確
か
め
た
と
き
に
消
え
去
っ

た
。
聴
衆
は
こ
の
夜
、
そ
れ
ら
の
旅
行
の
成
果
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
夜
の
論
文
で
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
複
数
の
都
市
の

（
７
）

ア
ト
リ
エ
で
の
経
験
を
取
り
上
げ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
議
長
は
将
来
別
の
機
会
に
、
日
本
の
「
奥
地
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
農
民
た
ち
と
一

年
近
く
暮
ら
し
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
の
滞
在
に
つ
い
て
聴
く
こ
と
を
希
望
し
た
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
に
向
か
っ
て
、
聴
衆
が
大
変
な
興
味
と
と
も
に
待

ち
の
ぞ
む
原
稿
を
読
み
上
げ
る
よ
う
に
、
と
呼
び
か
け
た
と
き
、
議
長
は
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。
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注

（
１
）
日
刊
紙T

he
T

im
es

に
は
、
一
九
〇
二
年
の
一
一
月
二
九
日
、
一
二
月
六
日
、
一
二
月
一
〇
日
（
講
演
会
当
日
）
の
三
日
間
に
渡
っ
て
、
デ
ィ
ク

ソ
ン
の
講
演
会
に
つ
い
て
の
告
知
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
（M

arcus
B

ourne
H

uish
1843-1921

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
弁
護
士
、
美
術
商
、
美
術
批
評
家
。
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
後
、
一
八
六
七
年
に
弁
護
士
資
格
を
得
る
。
一
八
七
六
年
に
設
立
さ
れ
たT

he
Fine

A
rt

Society

で
は
初
代
取
締
役
と
な

り
、
美
術
に
関
す
る
卓
越
し
た
知
見
を
生
か
し
て
美
術
関
連
の
事
業
や
展
覧
会
を
次
々
に
成
功
さ
せ
た
。
日
本
美
術
に
対
し
て
も
強
い
関
心
を

示
し
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ビ
ン
グ
（Sam

uel
B

ing
1838-1905

）
と
行
動
を
共
に
し
な
が
ら
、L

oan
E

xhibition
of

Japanese
A

rt

（
一
八
八
八
年
）

を
は
じ
め
と
す
る
展
覧
会
を
企
画
し
た
。
ま
たT

he
Y

ear’s
A

rt

（
一
八
八
〇
年
創
刊
）
やT

he
A

rt
Journal

（
一
八
八
一
年
創
刊
）
で
編
集
長

を
つ
と
め
、
多
く
の
論
文
や
著
書
も
発
表
し
て
い
る
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
（Jam

es
M

cN
eill

W
histler

1834-1903

）
の
擁
護
者
で
も
あ
り
、
自
ら

も
水
彩
画
を
描
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
に
は
一
八
九
一
年
の
創
設
時
か
ら
参
加
し
、
司
書
や
会
長
な
ど
の
役
職
を
務
め
た
。
詳
細
は
、

H
ideko

N
um

ata,
“M

arcus
H

uish
(1843-1921)

and
Japan”,

in
B

ritain
&

Japan:
B

iographical
Portraits,

Vol.
5

,
G

lobal
O

riental,
2005

を
参
照
。

（
３
）「
考
古
協
会
会
員
」は
原
文
で
は

“F.S.A
.”

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
記
は
一
般
的
に
は

“Fellow
of

the
Society

of
A

ntiquaries
of

L
on-

don”

（
ロ
ン
ド
ン
考
古
協
会
会
員
）を
指
す
。
し
か
し
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
著
書G

airloch
in

N
orth-W

est
R

oss-Shire,
E

dinburgh:
C

o-O
perative

Printing
C

om
pany

L
im

ited,
1886

の
扉
に
は

“F.S.A
.

Scot.”

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
表
記
は

“Fellow
of

the
Society

of
A

ntiquaries
of

Scotland”

を
指
す
こ
と
か
ら
、
実
際
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
所
属
し
て
い
た
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
考
古
協
会
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
ロ
ン
ド
ン
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
両
団
体
は
別
組
織
で
あ
る
。

（
４
）T

he
Transactions

and
P

roceedings
of

T
he

Japan
Society,

L
ondon

,V
ol.

25,
1928

に
掲
載
さ
れ
た

“L
ist

of
M

em
bers”

を
参
照
す
る
と
、

デ
ィ
ク
ソ
ン
が
日
本
協
会
に
入
会
し
た
の
は
一
九
〇
〇
年
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
５
）
原
文
に
は
九
点
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。
参
考
ま
で
に
、
そ
れ
ら
の
図
版
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
以
下
に
引
用
す
る
。

[Plate
I.]

E
N

T
R

A
N

C
E

T
O

H
E

ID
E

N
,

M
A

U
SO

L
E

U
M

O
F

IE
Y

A
SU

N
IK

K
O

.
B

Y
B

unsai
Ioki.

(W
ater

colour.).

[Plate
II.]

M
A

PL
E

S.
B

y
I.

K
w

ashixw
an.

(W
ater-colour.).

[Plate
III.]

SW
A

L
L

O
W

S
SO

A
R

IN
G

.
B

y
O

.
N

am
po.

(W
ater-colour.).

[Plate
IV

.]
B

IW
A

PE
R

FO
R

M
E

R
.

B
y

K
in

Ishikaw
a.

(W
ater-colour.).

[Plate
V

.]
W

IST
A

R
IA

.
B

y
H

.
G

oseda.
(W

ater-colour.).
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[Plate
V

I.]
A

R
T

IST
A

T
W

O
R

K
.

B
y.

H
.

N
akazaw

a
(W

ater-colour.).

[Plate
V

II.]
B

E
L

FR
Y

IN
R

A
IN

.
B

y.
T

.
Ishikaw

a.
(W

ater-colour.).

[Plate
V

III.]
SH

R
IM

PE
R

S.
B

y.
Shinya

W
atanabe.

(O
il.).

[Plate
IX

.]
W

A
T

E
R

W
H

E
E

L
O

N
T

H
E

U
PPE

R
T

O
N

E
G

A
W

A
.

B
y.

T
.

Ishikaw
a.

(W
ater-colour.).

右
の
九
作
品
は
【
④
絵
画
の
展
示
リ
ス
ト
】
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
タ
イ
ト
ル
を
簡
略
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
）。
こ
の
う
ち

[Plate
I.]

（
拙
訳
で
は
﹇
図
一
﹈
と
表
記
し
た
）
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
描
か
れ
た
作
品
が
水
戸
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
当

該
作
品
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
。〔
作
者
〕
五
百
城
文
哉
、〔
作
品
名
〕
日
光
東
照
宮
拝
殿
、〔
材
質
〕
紙
、〔
技
法
〕
水
彩
、〔
サ
イ
ズ
〕

71.0
cm

×51.0
cm

（
水
戸
市
博
物
館
蔵
）。

（
６
）
た
と
え
ば
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
著
書P

itlochry,
P

itlochry
Past

and
P

resent:
B

eing
a

G
uide

B
ook

for
Visitors

and
Tourists,

Pitlochry:
L

.

M
ackay,

1925
に
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
が
描
い
た
水
彩
画
三
点
の
カ
ラ
ー
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
こ
の
「
奥
地
」（the

hinterland

）
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
のPerth

M
useum

and
A

rt
G

allery

が
開
催
し
たE

xtraordinary:A
People

C
alled

A
inu

展
（
二
〇
〇
五
年
〜
二
〇
〇
六
年
）
で
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
旧
蔵
の
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
が
一
般
公
開
さ
れ
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
北
海
道
の

ア
イ
ヌ
の
村
に
滞
在
し
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、Jane

W
ilkinson,

“E
xhibition

R
eview

s:
E

xtraordinary:A
People

C
alled

A
inu”,

in
Journal

of
M

useum
E

thnography,
N

o.
19,

M
arch

2007,
pp.

152-156

を
参
照
。
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【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】

現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て

ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン

考
古
協
会
会
員

日
本
協
会
会
員

多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
日
本
の
巨
匠
た
ち
の
絵
画
は
封
印
さ
れ
た
書
物
の
よ
う
な
も
の
だ
。
も
し
そ
の
書
物
が
ひ
も
と
か

れ
た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
ず
、
ま
っ
た
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
を
旅
す
る
多
く
の
人
び
と
は
、
そ
れ
ら
の
絵
画
の
価

値
に
つ
い
て
、
本
当
の
意
味
で
の
洞
察
力
を
も
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
言
う
。「
そ
の
通
り
だ
。
そ
れ
ら
は
疑
い
な
く
素
晴
ら
し
い
。
だ
が
、
我
々

に
は
理
解
で
き
な
い
」
と
。
最
初
に
、
日
本
最
古
の
寺
院
で
あ
る
法
隆
寺
を
巡
礼
し
よ
う
と
す
る
旅
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
は
今
か
ら

（
８
）

一
三
世
紀
ほ
ど
前
の
時
代
に
朝
鮮
の
僧
侶
が
描
い
た
壁
画
を
詳
し
く
見
学
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
ら
に
壁
画
の
印
象
が
残
る
こ
と
は

な
い
。
そ
れ
は
当
然
だ
。
あ
の
場
所
の
陰
鬱
さ
と
時
間
の
経
過
に
よ
る
荒
廃
と
で
、
私
は
昨
年
法
隆
寺
を
訪
れ
た
と
き
、
壁
画
に
つ
い
て
何
ら
か

の
感
想
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

あ
の
壁
画
が
描
か
れ
た
後
の
時
代
に
、
無
数
の
美
術
家
た
ち
が
描
い
た
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
寺
院
や
博
物
館
、

さ
ら
に
は
収
集
家
の
自
宅
、
と
き
に
は
骨
董
品
店
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
ら
が
大
英
博
物
館
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
お
そ
ら
く
日

本
の
ど
の
美
術
館
よ
り
も
包
括
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
研
究
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
研
究
を
し
な
い
で
、
過
去
の
日
本
の
絵
画
を

鑑
賞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
界
中
の
偉
大
な
絵
画
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
絵
画
は
あ
な
た
方
の
も
と
で
成
長
す
る
。
あ
な
た
達
が
作
品
を

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
よ
り
多
く
の
魅
力
を
発
見
す
る
の
だ
。
わ
ず
か
だ
が
日
本
の
絵
画
を
熱
心
に
称
賛
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
い
る
。
雑
誌

（
９
）

T
he

M
onthly

R
eview

で
連
載
中
の
ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
氏
に
よ
る
魅
力
的
な
論
文
を
見
て
ほ
し
い
。

親
切
な
日
本
の
紳
士
が
、
誇
ら
し
げ
に
秘
蔵
の
絵
画
を
何
度
か
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
、
私
は
た
く
さ
ん
の
喜
び
と
と
も
に
思
い
出
す
。
昼
食
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や
夕
食
あ
る
い
は
そ
の
他
の
歓
待
の
後
、
そ
の
尊
敬
す
べ
き
主
人
は
、
も
し
か
す
る
と
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
た
二
、
三
の
掛
け
物
に
関
す
る
私
の

鑑
賞
に
後
押
し
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
使
用
人
に
何
本
か
の
細
長
い
箱
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
。
箱
か
ら
は
掛
軸
が
取
り
出
さ
れ
、

一
幅
ず
つ
広
げ
ら
れ
て
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
主
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
軸
の
主
題
や
暗
示
、
技
法
を
よ
ど
み
な
く
解
説
し
た
。
彼
は
決
し
て

感
情
的
に
説
明
を
し
な
い
。
感
情
を
大
げ
さ
に
あ
ら
わ
す
こ
と
は
日
本
人
の
特
徴
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
私
は
、
過
去
と
現
代
に
お
け
る
古
典
的
な
絵
画
の
奥
義
に
つ
い
て
、
心
地
よ
く
教
え
を
授
か
り
、
日
本
の
絵
画
独
自
の
特
徴
を
学

ん
だ
。
そ
の
特
徴
と
は
、
多
数
の
美
術
評
論
家
が
十
分
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
私
は
た
だ
そ
れ
ら
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大

胆
な
勢
い
、
直
截
的
な
筆
さ
ば
き
、
創
作
の
な
め
ら
か
さ
、
描
線
の
力
強
さ
、
そ
し
て
自
然
体
で
あ
る
と
と
も
に
理
想
主
義
的
で
も
あ
る
と
い
う

点
だ
。

日
本
絵
画
に
お
け
る
勢
い
の
あ
る
筆
遣
い
は
、
す
べ
て
の
学
徒
が
書
道
の
練
習
を
し
て
い
る
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

10
）。

実
際
に
書
道
は
絵

画
で
あ
り
、
日
本
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
複
雑
な
中
国
の
漢
字
を
、
手
首
か
ら
で
な
く
、
腕
を
ひ
じ
か
ら
動
か
し
て
書
く
。
線
画
の
腕
前
は
男

子
生
徒
で
さ
え
際
立
っ
て
い
る
。
こ
の
訓
練
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
た
技
術
が
、
若
者
が
美
術
を
学
び
は
じ
め
る
際
に
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を

与
え
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
よ
う
に
線
画
の
特
別
な
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
者
が
、
た
と
え
ば
最
も
単
純
な
家
の
外
観
を
素
早
く
描
く
よ
う
に
試

み
た
と
し
よ
う
。
一
〇
回
中
九
回
は
全
く
興
味
も
わ
か
な
い
、
散
々
な
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
日
本
の
小
学
校
で
、
何
度
か
少
年
た
ち
に
同

じ
よ
う
な
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
彼
ら
の
作
品
は
い
つ
も
適
切
に
描
か
れ
て
お
り
、
筆
の
タ
ッ
チ
に
は
し
ば
し
ば
芸
術
的
な
安
ら
ぎ
と
自
由
が
感
じ

ら
れ
た
。

直
截
的
な
大
胆
さ
は
日
本
の
純
粋
な
画
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
和
紙
や
絹
の
上
に
描
か
れ
た
筆
さ
ば
き
を
記
憶
し
た
り
、
変
化
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
の
才
能
は
失
わ
れ
な
い
。
私
は
数
点
の
さ
さ
や
か
な
写
生
画
を
展
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
日

本
の
ホ
テ
ル
で
、
客
仲
間
が
私
の
目
の
前
で
一
気
に
描
い
た
沢
山
の
ス
ケ
ッ
チ
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
夕
刻
の
単
な
る
時
間

つ
ぶ
し
に
、
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
ど
れ
だ
け
描
く
こ
と
に
習
熟
し
て
い
る
か
を
私
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

甲
府
で
は
、
あ
る
日
本
の
紳
士
が
私
の
拙
い
写
生
画
を
批
評
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
木
立
を
描
い
た
も
の
で
、
木
々
の
間
か
ら
は
丘
と
雲
が
見
え
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て
い
た
。
紳
士
は
言
っ
た
。「
あ
な
た
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
法
と
、
私
た
ち
と
の
違
い
に
注
目
し
な
さ
い
。
あ
な
た
は
木
々
の
間
隔
を
、
自
分

が
見
た
と
お
り
に
描
く
。
私
た
ち
は
木
々
を
描
い
て
、
木
々
の
特
徴
を
把
握
す
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
が
主
題
と
な
る
。
も
し
我
々
が
遠
く
に
丘
を

見
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
丘
の
位
置
は
木
立
の
上
部
か
、
そ
れ
と
も
木
々
の
そ
ば
に
配
置
す
る
。
丘
は
絵
画
の
主
題
と
干
渉
し
て
は
な
ら
な

い
。」
こ
の
よ
う
に
私
の
友
人
は
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
氏
の
「
日
本
の
美
術
家
は
写
真
家
で
は
な
い
」
と
い
う
批
評
を
証
明
し

た
の
で
あ
る（

11
）。

彼
は
理
想
主
義
者
な
の
だ
。
樹
木
は
頻
繁
に
理
想
化
の
主
題
と
な
っ
て
お
り
、
概
し
て
我
々
が
知
ら
な
い
方
法
で
研
究
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら
の
「
枝
ぶ
り
」
と
い
う
言
葉
は
「
木
の
枝
の
形
状
や
配
置
」
を
意
味
す
る
。
身
分
の
低
い
労
働
者
が
あ
る
珍
し
い
木
の
「
枝
ぶ
り
」
に

つ
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン（

12
）の

よ
う
に
熱
心
に
そ
し
て
徹
底
的
に
論
じ
る
の
を
聞
い
て
、
あ
な
た
方
は
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。

日
本
の
特
に
過
去
の
画
家
た
ち
が
、
た
び
た
び
人
間
の
姿
を
不
正
確
に
描
い
た
た
め
に
、
我
々
は
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日

本
人
は
、
人
間
の
姿
か
た
ち
を
神
が
造
り
上
げ
た
最
も
素
晴
ら
し
い
創
造
物
の
一
つ
と
見
な
し
て
い
な
い
、
と
。
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
は
称
賛
に

値
す
る
著
書Japan

and
Its

A
rt

で
、
そ
の
推
論
を
支
持
し
て
い
る（

13
）。

反
対
に
私
は
、
日
本
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
彼
ら
が
人
間
的
な
尊
厳
や

美
や
名
誉
に
つ
い
て
優
れ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
、
と
確
信
し
た
。
日
本
で
一
夏
を
過
ご
し
た
人
な
ら
ば
、
誰
で
も
な
じ
み
深
い
実
話
を
紹
介
し

た
い
。
三
種
類
の
コ
ン
ボ
ル
ブ
ル
ス
の
花（

14
）は

、
六
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
日
本
中
で
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
花
で
あ
る
。
入
念
な
栽
培
法
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
花
は
驚
く
べ
き
完
成
度
を
獲
得
し
た
。
ア
サ
ガ
オ
（A

sagao

）、
ヒ
ル
ガ
オ
（H

irugao

）、
ユ
ウ
ガ
オ
（Y

ugao

）
と
呼
ば
れ
る
花
々

で
、
最
高
位
は
ア
サ
ガ
オ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
花
の
名
は
、「A

sa

」
が
「
朝
」
を
意
味
し
、「H

iru

」
が
「
昼
」
を
、
そ
し
て
「Y

u

」
が
「
夕
」

を
、
と
い
う
よ
う
に
一
日
の
時
間
帯
を
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
花
が
咲
く
の
で
あ
る
。「gao

」
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
花
業
の
カ
タ
ロ
グ

で
は
「
栄
光
（glory

）」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
は
た
だ
の
人
の
顔
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ら
の
素
敵
な
花
の
名
は
、
文
字
通
り
「
朝
の
顔
」、

「
昼
の
顔
」
そ
し
て
「
夜
の
顔
」
な
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
人
間
の
顔
が
美
の
理
想
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、「
顔
」
と
い
う
言

葉
を
「
美
」
の
同
意
語
と
み
な
し
て
い
る
の
だ
。
以
上
の
こ
と
は
、
日
本
人
が
「
神
の
与
え
た
人
間
の
造
形
」
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
見
解
と

合
致
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
絵
画
技
法
は
、
美
術
家
と
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
な
る
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
、
今
も
純
粋
に
追
求
さ
れ
て
お
り
、
技
法
の
大
部
分
が
全
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て
の
学
校
で
教
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
人
の
技
法
に
は
ほ
と
ん
ど
独
創
性
が
な
く
、
過
去
の
形
式
と
着
想
を
た
だ
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
だ
、
と

い
う
批
評
家
た
ち
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
私
も
そ
れ
を
認
め
る
。
先
に
示
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
些
細
な
写
生
画
は
、
古
い
日
本
絵
画
の
様
式
が
生

み
出
し
た
最
終
形
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
お
面
や
雀
な
ど
の
小
さ
な
も
の
が
、
ほ
ぼ
全
て
、
ま
る
で
美
術
教
室
で
教
え
ら
れ
た
か
の

よ
う
に
、
と
て
も
正
確
に
記
憶
だ
け
を
頼
り
に
し
て
描
か
れ
る
。

私
は
こ
う
し
た
教
育
を
非
難
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
独
創
性
は
育
た
な
い
。
し
か
し
多
く
の
実
際
的
な
利
点
が
あ
る
。
目
と
手
が
完
全
に
調

和
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
歩
兵
連
隊
に
属
す
る
兵
卒
の
一
団
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
男
た
ち
は
書
類
入
れ
と
紙
と

鉛
筆
を
装
備
し
、
そ
の
紙
に
は
小
さ
な
方
眼
状
の
罫
線
が
引
か
れ
て
い
た
。
兵
士
た
ち
は
限
ら
れ
た
時
間
内
で
地
形
図
を
作
製
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
と
き
彼
ら
は
、
自
分
の
目
だ
け
を
頼
り
に
、
彼
ら
が
見
渡
す
周
辺
の
建
物
や
道
路
、
小
川
、
海
岸
な
ど
を
描
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
地
形
図
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
私
は
全
体
的
な
正
確
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
な
い
し
、

こ
れ
は
厳
密
に
は
芸
術
で
は
な
い
。
だ
が
、
あ
の
地
形
図
は
、
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
獲
得
さ
れ
た
線
画
の
能
力
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

日
本
の
著
述
家
た
ち
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
技
法
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
最
初
の
変
化
が
生
じ
た
の
は
西

や
ま
だ

え

も

さ

く

暦
一
六
三
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
迫
害
さ
れ
た
年（

15
）で

あ
る
と
と
も
に
、
山
田
右
衛
門
作
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
美
術
家
の
も
と
で
絵
画
を
学
ん
だ
年
で
も
あ
っ
た（

16
）。

彼
の
絵
画
だ
と
言
わ
れ
る
二
、
三
の
作
品
は
今
も
存
在
し
て
い
る
。

マ

マ

お
が
た
け
ん
ざ
ん

享
保
年
間
と
呼
ば
れ
た
西
暦
一
七
一
六
年
か
ら
一
七
三
三
年
の
あ
い
だ
に（

17
）、

尾
形
乾
山
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
絵
を
描
い
た（

18
）。

日
本
の
若
き
有
望

な
か
む
ら
ふ
せ
つ

な
美
術
家
中
村
不
折
氏（

19
）は

現
在
パ
リ
で
留
学
中
だ
が
、
彼
が
鑑
賞
し
た
乾
山
の
絵
に
つ
い
て
の
有
益
な
メ
モ（

20
）か

ら
、
私
は
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
二
人
の
美
術
家
は
日
本
美
術
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。

マ

マ

し

ば
こ
う

寛
政
期
（
西
暦
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
年
）
に
は（

21
）、

注
目
す
べ
き
美
術
家
司
馬
江 （

22
）

か
ん漢

が
現
れ
た
。
彼
は
銅
版
画
を
制
作
し
、
お
そ
ら
く
長
崎
の

オ
ラ
ン
ダ
人
の
美
術
家
の
も
と
で
水
彩
画
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江
漢
は
、
写
実
主
義
や
透
視
図
法
を
用
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式
の
先
駆

者
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
な
く
、
日
本
の
美
術
評
論
家
た
ち
は
、
一
般
的
に
純
粋
な
日
本
の
巨
匠
と
み
な
さ
れ
る
多
く
の
人
び
と
、
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た
と
え
ば
円
山
応
挙
や
渡
辺
崋
山
、
葛
飾
北
斎
そ
し
て
歌
川
広
重
ら
が
、
司
馬
江
漢
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
大
胆
な
言
い
方
を

す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
収
集
家
の
あ
い
だ
で
北
斎
や
広
重
が
人
気
に
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
端
は
、
司
馬
江
漢
の
紹
介
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画

の
原
理
を
、
北
斎
ら
が
同
化
吸
収
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
の
だ（

23
）。

こ
の
よ
う
な
意
見
が
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

日
本
の
雑
誌
『
國
華
』
の
素
晴
ら
し
い
複
製
図
版
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
見
解
を
裏
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る（

24
）。

今
日

の
日
本
の
一
般
的
な
浮
世
絵
は
、
往
々
に
し
て
半
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
の
で
あ
る（

25
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
法
が
広
く
普
及
し
た
の
は
、
一
八
六
八
年
か
ら
始
ま
る
現
在
の
明
治
期
で
あ
る
。

か
わ
か
み
と
う

明
治
初
期
の
川
上
冬 （

26
）

が
い崖

は
博
学
で
才
能
あ
ふ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
近
代
的
な
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
卓
越
し
た

こ
や
ま
し
ょ
う

た
ろ
う

水
準
で
中
国
風
を
取
り
入
れ
、
南
画
を
描
く
こ
と
に
も
秀
で
て
い
た
。
現
在
、
東
京
の
美
術
家
の
間
で
主
導
的
な
立
場
に
い
る
の
が
小
山
正
太
郎

あ
さ
い
ち
ゅ
う

氏（
27
）と

浅
井
忠
氏（

28
）で

あ
り
、
こ
の
二
人
は
川
上
冬
崖
の
も
と
で
学
ん
だ
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ワ
ー
グ
マ
ン（

29
）と

い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
水
彩
画

た
か
は
し
ゆ
い
ち

く
に
さ
わ
し
ん
く
ろ
う

か
わ
む
ら
き
よ
お

を
教
え
て
い
る
。
そ
の
生
徒
の
一
人
が
高
橋
由
一
氏（

30
）だ

っ
た
。
そ
の
後
、
国
沢
新
九
郎
氏（

31
）は

イ
ギ
リ
ス
で
、
そ
し
て
川
村
清
雄
氏（

32
）は

ベ
ニ
ス
で
美

術
を
学
ん
だ
。
国
沢
氏
は
若
く
し
て
他
界
し
た
。
川
村
氏
は
現
在
五
三
歳
で
あ
る
が
、
美
術
に
よ
る
東
西
の
融
合
を
試
み
、
か
な
り
の
成
功
を
お

さ
め
て
い
る
。

一
八
七
六
年
頃
に
日
本
政
府
は
、
カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー（

33
）の

教
え
子
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
の
美
術
教
師（

34
）を

雇
い
入
れ
た
。
小
山
正
太
郎
氏
、
浅
井

ほ
ん
だ
き
ん
き
ち
ろ
う

わ
た
な
べ
ぶ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

忠
氏
、
本
多
錦
吉
郎
氏（

35
）、

高
橋
由
一
氏
、
渡
辺
文
三
郎
氏（

36
）そ

の
他
の
人
び
と
は
、
東
京
の
工
部
美
術
学
校
で
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
人
か
ら
指
導
を
受

わ
た
な
べ
し
ん
や

け
た
。
彼
ら
は
古
典
的
と
み
な
さ
れ
て
い
る
様
式
を
好
ん
で
用
い
る
の
で
、
世
間
か
ら
は
旧
派
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
他
に
渡
部
審
也
氏（

37
）

と
と
り
え
い
き

み
つ
た
に
く
に
し
ろ
う

よ
し
だ
ひ
ろ
し

み
や
け
こ
っ
き

﹇
図
八
を
参
照
﹈
や
都
鳥
英
喜
氏（

38
）、

満
谷
国
四
郎
氏（

39
）、

吉
田
博
氏（

40
）、

三
宅
克
己
氏（

41
）、

中
村
不
折
氏
な
ど
、
そ
の
他
多
く
の
人
び
と
が
現
在
の
旧
派

く
ろ
だ
せ
い
き

く

め
け
い
い
ち
ろ
う

は
ら
だ
な
お

に
所
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
七
、
八
年
前
、
黒
田
清
輝
氏（

42
）と

久
米
桂
一
郎
氏（

43
）が

パ
リ
で
の
数
年
間
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
。
原
田
直

じ
ろ
う

ま
つ
お
か
ひ
さ
し

次
郎
氏（

44
）は

ド
イ
ツ
か
ら
、
そ
し
て
松
岡
壽
氏（

45
）は

イ
タ
リ
ア
か
ら
、
二
人
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
て
帰
国
し
た
。
現
在
、
黒
田

氏
と
久
米
氏
は
東
京
美
術
学
校
で
教
佃
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
教
育
機
関
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
学
校
と
全
く
同
様
の
組
織
と
地
位
を
有
し
て
い

し
ょ
う
だ
い
た
め
し
げ

あ
ん
ど
う
ち
ゅ
う

た
ろ
う

し
ら
た
き
い
く
の
す
け

な
か
ざ
わ
ひ
ろ
み
つ

ゆ
あ
さ
い
ち
ろ
う

ふ
じ
し
ま
た
け
じ

る
。
こ
の
二
人
の
美
術
家
は
、
小
代
為
重
氏（

46
）、

安
藤
仲
太
郎
氏（

47
）、

白
瀧
幾
之
助
氏（

48
）、

中
澤
弘
光
氏（

49
）﹇

図
六
を
参
照
﹈、
湯
浅
一
郎
氏（

50
）、

藤
島
武
二
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氏（
51
）た

ち
と
新
派
を
組
織
し
て
い
る
。

華
族
の
子
爵
で
あ
る
黒
田
氏
は
、
久
米
氏
や
門
弟
ら
も
同
様
で
あ
る
が
、
印
象
派
的
な
鈍
い
色
調
の
外
光
を
好
ん
で
使
用
し
て
い
る
。
日
本
の

近
代
画
家
は
、
そ
れ
と
は
別
の
様
式
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
未
だ
独
創
的
な
天
才
も
現
れ
て
い
な
い
。
黒
田
氏
と
久
米
氏
の
門
弟
は
、
も

し
か
し
た
ら
徐
々
に
別
の
流
派
に
移
る
か
も
し
れ
な
い
。
既
に
黒
田
氏
ら
は
白
馬
会
と
呼
ば
れ
る
団
体
を
組
織
し
て
い
る（

52
）。

旧
派
の
門
弟
た
ち
は
様
々
な
様
式
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
法
を
追
求
す
る
た
め
に
努
力
す
る
、
と
い
う
点
以
外
に
彼
ら
の
共

通
点
は
な
い
。

ふ
じ
む
ら
ち

ね

た

藤
村
知
子
多
氏（

53
）は

現
在
パ
リ
に
留
学
中
で
あ
る
が
、
親
切
に
も
日
本
で
多
く
の
情
報
を
私
に
与
え
て
く
れ
た
。
彼
が
言
う
に
は
、
一
部
の
人
び

と
は
新
派
と
旧
派
と
呼
ぶ
代
わ
り
に
、「
北
派
」
と
「
南
派
」
と
い
う
名
称
を
好
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
旧
派
の
画
家
の
多
く
が
東
京
の
北
部
に

住
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
新
派
は
東
京
の
南
側
に
居
を
構
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
話
題
は
、
い
わ
ゆ
る
二
つ
の
流
派
の
あ
い
だ
に
は
、

実
は
明
確
な
区
別
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

私
が
今
ま
で
言
及
し
て
き
た
著
名
な
近
代
画
家
た
ち
の
作
品
に
は
、
あ
ま
り
評
価
に
値
す
る
も
の
が
な
い
。
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
様
式

を
推
進
し
て
き
た
と
い
う
彼
ら
自
身
の
名
声
を
、
重
要
な
後
ろ
盾
と
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
若
き
美
術
家
た
ち
の
方
が
有
望
で
あ
る
。
彼
ら
の

う
ち
一
名
か
二
名
の
作
品
が
、
去
年
か
今
年
の
う
ち
に
サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
リ
で
展
示
さ
れ
た
は
ず
だ
、
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
以

わ

だ
さ
ん
ぞ
う

外
に
も
、
何
名
か
の
青
年
美
術
家
が
今
も
パ
リ
で
学
ん
で
い
る
。
そ
の
一
人
が
和
田
三
造
氏（

54
）で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
す
る
日
本
の
若
き
美

術
家
た
ち
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
東
京
の
み
に
言
及
し
て
き
た
が
、
そ
の
他
に
も
沢
山
の
、
お
そ
ら
く
さ
ら
に
優
秀
な
近
代
の
美
術
家
た
ち
が
、
京
都
や
大
阪
そ
し
て

日
光
な
ど
の
首
都
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
。
京
都
に
は
美
術
学
校
が
あ
る（

55
）。

そ
の
学
校
は
東
京
美
術
学
校
ほ
ど
完
璧
に
組
織
化
さ
れ
て
な
い
が
、

指
導
と
練
習
の
た
め
に
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

私
は
何
人
か
の
美
術
家
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
数
名
の
個
人
的
な
特
徴
に
関
す
る
興
味
深
い
メ
モ
が
あ
る
。
東
京
在
住
の
画
家
の

ほ
と
ん
ど
は
、
我
々
と
同
じ
服
装
で
現
れ
、
握
手
す
る
こ
と
を
含
め
て
、
我
々
と
同
じ
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
数
人
は
、
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彼
ら
の
故
郷
に
い
る
士
族
の
よ
う
に
羽
織
を
着
た
ま
ま
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
美
術
学
校
で
創
作
中
の
学
生
を
描
い
た
作
品
﹇
図
六
を
参
照
﹈
に

明
ら
か
だ
ろ
う
。
旧
派
に
属
す
る
吉
田
博
の
東
京
北
部
の
自
宅
を
訪
ね
た
と
き
、
彼
も
同
じ
よ
う
に
正
装
し
て
い
た
。
た
だ
し
断
っ
て
お
く
と
、

彼
ら
の
大
半
は
自
宅
で
は
く
つ
ろ
い
だ
服
装
を
選
ぶ
。

い
し
か
わ
き
ん
い
ち

五
点
の
作
品
を
展
示
し
た
石
川
欽
一 （

56
）

ろ
う郎

は
、
私
が
友
人
に
な
っ
た
美
術
家
の
一
人
で
あ
る
。
日
本
的
な
顔
立
ち
を
除
け
ば
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
人

と
区
別
が
つ
か
な
い
。
多
く
の
仲
間
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
石
川
も
イ
ギ
リ
ス
か
フ
ラ
ン
ス
か
、
あ
る
い
は
両
方
の
国
へ
の
留
学
を
強
く
望
ん
で

い
る
若
者
で
あ
る
。
彼
に
は
留
学
の
資
金
が
な
く
、
で
き
る
限
り
の
手
を
尽
く
し
て
精
一
杯
働
い
て
い
る
。
彼
の
作
品
「
琵
琶
奏
者
」﹇
図
四
を

参
照
﹈
に
は
、
今
後
の
彼
の
成
功
を
約
束
す
る
よ
う
な
、
優
れ
た
感
性
が
あ
る
。

い
し
か
わ
と
ら

こ
の
石
川
欽
一
郎
と
、
才
能
あ
る
三
点
の
作
品
を
展
示
し
た
石
川
寅 （

57
）

じ治
﹇
図
七
、
図
九
を
参
照
﹈
を
混
同
し
な
い
で
ほ
し
い
。

旧
派
の
三
宅
克
己（

58
）も

私
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
彼
の
写
生
画
も
展
示
し
て
い
る
。
我
ら
が
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
で（

59
）、

日
本
で
絵
画

制
作
を
行
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
イ
ー
ス
ト
氏（

60
）と

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
氏（

61
）か

ら
、
三
宅
は
惜
し
み
な
い
援
助
を
受
け
た（

62
）。

そ
の
こ
と
で

彼
が
何
ら
か
の
有
利
な
立
場
を
獲
得
し
て
い
た
は
ず
だ
、
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。
三
宅
氏
は
何
度
か
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
て
お
り
、
サ
ウ
ス
・
ケ

ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館（

63
）で

も
学
ん
だ
。

ご

せ

だ
ほ
う

私
の
考
え
で
は
、
二
世
五
姓
田
芳 （

64
）

り
ゅ
う柳
は
若
手
の
な
か
で
最
も
有
能
な
美
術
家
の
一
人
で
あ
る
。
私
は
彼
の
水
彩
画
一
二
点
を
展
示
し
て
い
る

﹇
図
五
を
参
照
﹈。
彼
の
直
截
的
な
描
き
方
と
繊
細
な
色
彩
感
覚
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ら
の
絵
画
の
う
ち
一
点
だ
け
に
不
透
明
水
彩
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
す
で
に
売
れ
て
し
ま
っ
た
彼
の
絵
画
を
、
私
の
た
め
に
も
う
一
度
描
い
て
く
れ
た
も
の
で
、
売
却
さ
れ
た
絵
画

は
不
透
明
水
彩
で
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

お
が
さ
わ
ら
ほ
う

京
都
と
大
阪
に
は
何
人
か
知
り
合
い
の
美
術
家
が
い
る
。
そ
の
な
か
に
京
都
の
友
人
小
笠
原
豊 （

65
）

が
い涯

が
い
る
。
豊
涯
は
彼
の
雅
号
で
あ
る
。
彼
は

寸
分
の
伱
も
な
い
日
本
の
紳
士
で
あ
り
、
彼
の
描
く
絵
画
を
除
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
と
こ
ろ
が
全
く
な
い
。
私
は
彼
が
制
作
し
た
大
型
の
パ

ス
テ
ル
二
点
を
所
有
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
少
女
の
絵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絹
絵
は
彼
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
豊
涯
は
先
祖
の
古
い
礼
儀
作
法
に
忠

実
で
、
彼
の
着
物
は
最
も
洗
練
さ
れ
た
色
合
い
を
し
て
い
る
。
食
事
の
際
、
彼
は
日
本
の
紳
士
の
特
徴
と
も
い
え
る
事
細
か
な
約
束
事
を
几
帳
面
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に
行
う
。
代
々
の
小
笠
原
家
が
中
心
と
な
っ
て
継
承
し
教
授
し
た
こ
と
で
、
小
笠
原
流
と
呼
ば
れ
る
礼
儀
作
法
の
流
派
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
家
系
に
豊
涯
が
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
私
は
知
ら
な
い
。
以
下
に
記
す
の
は
、
彼
が
夕
食
を
は
じ
め
る
際
に
遵
守
す
る
作
法
の
一
部
で
あ

る
。
――
右
手
で
箸
を
取
り
、
左
手
で
持
ち
替
え
る
。
右
手
で
お
茶
碗
の
蓋
を
取
り
、
お
茶
碗
と
並
ぶ
よ
う
に
、
お
膳
の
右
側
の
畳
の
上
に
置
く
。

右
手
近
く
の
お
膳
の
隅
に
あ
る
お
椀
の
蓋
を
取
り
、
同
じ
よ
う
に
畳
の
上
に
並
べ
て
、
し
か
し
お
茶
碗
の
蓋
よ
り
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
置
く
。
お

膳
の
左
奥
の
隅
に
あ
る
お
椀
や
そ
の
他
の
料
理
の
蓋
を
取
っ
て
、
そ
の
お
椀
や
料
理
と
並
ぶ
よ
う
に
、
お
膳
の
右
側
の
畳
の
上
に
置
く
、
等
々
。

今
で
も
、
こ
の
事
細
か
な
作
法
を
決
め
ら
れ
た
通
り
に
行
う
人
物
は
、
す
ぐ
に
紳
士
だ
と
わ
か
る
。
も
し
私
が
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
を
い
つ
も
皿

の
上
に
放
り
投
げ
て
い
た
ら
、
私
が
礼
儀
正
し
い
社
会
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
、
あ
な
た
方
は
思
う
は
ず
だ
。
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
確
実
に
、

礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
紳
士
だ
と
わ
か
る
の
で
あ
る
。
豊
涯
の
家
に
は
絵
画
の
よ
う
に
美
し
く
て
賢
い
一
五
歳
の
少
年
が
い
て
、
彼
の
門
弟
と
使
用

人
が
必
要
と
す
る
二
倍
も
の
広
さ
の
自
宅
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
か
つ
て
イ
タ
リ
ア
の
巨
匠
た
ち
が
同
じ
よ
う
な
工
房
で
生
活
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
豊
涯
の
作
品
は
詩
的
で
空
想
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
な
た
方
に
見
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
彼
は
パ
ス
テ
ル
と
同
様

に
油
絵
や
水
彩
画
も
描
く
が
、
油
絵
を
好
む
。
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
作
を
決
め
る
東
京
の
鑑
査
会（

66
）に

、
彼
が
出
品
し
た
か

ど
う
か
を
私
は
質
問
し
た
。
豊
涯
は
、
京
都
の
美
術
家
は
東
京
と
は
無
関
係
で
あ
る
、
と
答
え
た
。

京
都
で
は
そ
の
ほ
か
の
美
術
家
も
訪
問
し
た
。
彼
ら
は
全
員
が
自
宅
で
創
作
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
家
屋
の
一
室
だ
け
を
、
そ
れ
な
り
の

仕
事
場
に
作
り
替
え
て
い
た
。
あ
る
一
軒
家
で
は
二
人
の
美
術
家
が
一
緒
に
住
み
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
。
小
笠
原
豊
涯
と
同
じ
よ
う
に
、
私
が

京
都
で
見
た
全
て
の
美
術
家
は
、
完
全
に
日
本
風
の
暮
ら
し
を
し
て
い
る
が
、
絵
画
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
式
で
描
き
、
ま
れ
に
そ
の
様
式
を
わ
ず

か
な
日
本
的
な
趣
に
よ
っ
て
変
化
さ
せ
て
い
た
。

い

お

き
ぶ
ん

私
は
紹
介
状
を
持
参
し
て
日
光
の
五
百
城
文 （

67
）

さ
い哉

を
訪
問
し
た
。
文
哉
は
雅
号
で
あ
り
、
私
が
最
も
共
感
す
る
人
物
で
あ
る
。
彼
に
は
素
敵
な
妻

は
ん
が
き
め
ん

と
、
夫
婦
自
慢
の
幼
い
少
年
が
い
る
。
五
百
城
は
日
光
に
近
い
萩
垣
面
で
完
全
な
日
本
風
の
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
る
。
彼
の
自
宅
の
庭
は
と
て
も

広
く
、
そ
の
な
か
に
は
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
が
あ
る（

68
）。

彼
は
熱
心
な
植
物
学
者
で
、
日
光
や
そ
の
他
の
山
々
で
美
し
い
岩
生
植
物
を
採
集
し
て
い

た
。
そ
れ
ら
は
彼
の
庭
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
珍
し
く
て
愛
ら
し
い
草
花
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
二
、
三
種
は
極
め
て
美
し
い
水
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彩
画
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
私
が
そ
の
う
ち
の
一
点
を
賞
賛
す
る
と
、
彼
は
そ
の
絵
を
私
に
く
れ
た
の
だ
。
そ
の
作
品
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
（
岩
団

扇
）
と
呼
ば
れ
る
植
物
を
描
い
た
も
の
で
、
葉
が
団
扇
（
折
り
た
た
み
式
で
は
な
い
扇
）
の
形
に
似
て
い
る
。
私
が
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、

こ
の
誠
実
で
精
力
的
な
美
術
家
に
関
す
る
全
て
の
こ
と
が
、
本
当
の
日
本
の
精
神
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
作
品
は
一
〇
点
展
示
し
て

い
る
。
日
光
の
徳
川
家
康
大
霊
廟
へ
の
入
口
を
描
い
た
大
型
水
彩
画
﹇
図
一
を
参
照
﹈
の
、
特
に
根
気
強
い
線
画
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
彼
も
、

東
京
と
の
人
脈
を
持
と
う
と
し
な
い
。
五
百
城
は
、
東
京
の
人
た
ち
は
完
全
に
自
た
ち
の
関
心
事
だ
け
に
没
頭
し
て
い
る
、
と
そ
れ
と
な
く
語
る

こ
と
で
、
彼
が
パ
リ
万
博
の
た
め
の
東
京
の
鑑
査
会
に
出
品
し
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
れ
た
。

実
際
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
嫉
妬
が
、
近
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
存
在
す
る
。
同
じ
よ
う
な
困
難
と
批
判
も

存
在
す
る
。
日
本
の
政
府
に
は
小
言
を
並
べ
る
傾
向
が
あ
る
。
昨
年
一
〇
月
に
東
京
上
野
の
展
覧
会
で
、
当
局
は
裸
体
画
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ

た（
69
）。

新
聞
は
全
て
の
紙
面
で
こ
の
問
題
を
論
じ
た
。
イ
チ
ジ
ク
の
葉（

70
）に

関
す
る
論
争
は
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た（

71
）。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

近
代
的
な
作
風
の
美
術
家
た
ち
は
、
世
間
一
般
の
保
守
的
な
傾
向
が
彼
ら
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
、
と
不
平
を
漏
ら
し
て
い
る
。
新
し

い
絵
画
様
式
が
日
本
で
完
全
に
評
価
さ
れ
る
に
は
、
数
年
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
間
、
新
し
い
絵
画
を
追
求
す
る
人
び
と
は
、
生
計
を
立
て

る
と
い
う
点
で
困
難
に
直
面
す
る
。
世
界
中
に
絵
画
を
広
め
る
と
い
う
我
々
の
道
の
り
は
、
ま
だ
日
本
で
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の

展
覧
会
は
限
定
的
な
規
模
で
あ
り
、
開
催
さ
れ
る
期
間
も
短
い
。
一
般
大
衆
に
は
、
絵
画
を
学
ん
だ
り
購
入
を
決
め
た
り
す
る
時
間
も
な
い
。
日

本
の
近
代
絵
画
を
所
蔵
し
た
い
と
思
う
外
国
人
は
、
も
し
実
際
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
何
度
か
小
規
模
の
展
覧
会
を
通
じ
て
探
し

回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

72
）。

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
の
有
益
な
年
鑑T

he
Year’s

A
rt （

73
）

の
よ
う
に
、
美
術
家
た
ち
の
住
所
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
は

な
い
。
何
人
か
の
販
売
業
者
は
い
る
が
、
た
い
て
い
質
の
悪
い
作
品
を
提
供
し
て
く
る
。

美
術
家
た
ち
は
、
雑
誌
に
挿
絵
を
描
い
た
り
、
学
校
で
使
う
ノ
ー
ト
や
編
み
物
の
図
案
を
描
い
た
り
し
て
、
な
ん
と
か
生
計
を
立
て
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
画
家
た
ち
は
自
分
の
絵
を
安
値
で
売
っ
て
し
ま
う
。

私
が
展
示
し
た
な
か
に
は
絹
の
作
品
が
二
点
あ
る
。
大
き
い
方
の
作
品
は
京
都
の
廣
岡
伊
兵
衛（

74
）が

デ
ザ
イ
ン
し
て
染
色
し
た
も
の
だ
。
彼
は
友
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禅
染
問
屋
の
経
営
者
で
あ
る
。
こ
の
絵
柄
を
ど
の
よ
う
に
染
め
た
の
か
、
私
は
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
制
作
過
程
に
全
く
機

械
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
わ
か
る
。
こ
れ
ら
絹
の
絵
柄
は
両
方
と
も
古
さ
と
新
し
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
一
、
二
点
の
水
彩
画
に
は
同

じ
く
新
旧
が
混
合
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。O

.
N

am
po （

75
）

の
飛
ぶ
ツ
バ
メ
の
写
生
画
﹇
図
三
﹈
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
油
絵
は
三
点
あ
り
、
一
点

目
は
旧
派
の
渡
部
審
也
が
エ
ビ
漁
を
す
る
人
び
と
を
描
い
た
作
品
﹇
図
八
を
参
照
﹈、
二
点
目
は
有
名
な
生
け
花
の
流
派
の
作
法
で
ハ
ラ
ン
の
葉

を
生
け
て
い
る
女
性
の
作
品
で
あ
る（

76
）。

二
点
の
水
彩
画
を
展
示
し
たI.

K
w

ashikw
an （

77
）﹇
図
二
﹈
は
、
五
百
城
文
哉
の
門
弟
で
あ
る
。
楓
の
絵
﹇
図

二
を
参
照
﹈
の
前
景
に
あ
る
草
は
、
や
や
紋
切
り
型
の
表
現
で
あ
る
。

今
回
の
私
の
小
さ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
近
代
日
本
美
術
の
現
状
を
再
現
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
絵
画
は
、
私
自
身
の
娯
楽
の

た
め
に
単
独
で
収
集
し
た
作
品
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
日
本
協
会
で
の
展
示
と
い
う
栄
誉
に
浴
す
る
と
は
、
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
様
式
の
絵
画
が
急
速
に
拡
が
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
に
役

立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
さ
ら
に
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
東
京
や
横
浜
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
そ
し
て
長
崎
な
ど
、

美
術
家
た
ち
を
見
つ
け
や
す
い
場
所
に
ほ
と
ん
ど
滞
在
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
そ
の
ほ
か
の
日
本
の
地
方
に
住
み
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

地
方
で
は
、
人
び
と
の
礼
儀
作
法
や
習
慣
と
い
う
点
で
、
大
都
市
や
港
湾
都
市
よ
り
も
外
国
の
影
響
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
は
日
本
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
昨
年
二
月
、
九
州
の
小
さ
な
町
で
六
〇
〇
名
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

我
ら
が
愛
す
る
「
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン（

78
）」

を
合
唱
し
て
い
る
の
を
、
私
は
聴
い
た
。
こ
の
曲
は
大
学
で
卒
業
式
用
の
歌
に
翻
案
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
は
、
そ
う
し
た
翻
案
か
ら
さ
ら
に
洋
楽
を
進
歩
さ
せ
て
は
い
な
い
。
音
楽
の
姉
妹
芸
術
た
る
絵
画
に
お
い
て
は
、

す
で
に
日
本
人
は
よ
り
多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
。
賢
明
な
る
大
日
本
の
国
民
は
、
中
国
と
朝
鮮
か
ら
陶
器
や
漆
器
に
関
す
る
技
術
を
学
ん
だ
。

こ
の
二
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
日
本
人
は
か
つ
て
指
導
者
だ
っ
た
国
を
凌
駕
し
た
。
過
去
三
〇
年
間
で
、
彼
ら
は
地
球
上
で
偉
大
な
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
伝
統
と
能
力
を
も
つ
日
本
人
が
、
遠
く
な
い
将
来
、
視
覚
芸
術
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幾
つ
か
の
流
派
と
競
い
合
う
こ

と
に
な
る
、
と
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

勇
敢
で
才
能
あ
る
我
ら
が
盟
友
の
運
命
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
も
し
来
春
、
あ
な
た
方
が
大
阪
の
博
覧
会（

79
）を

訪
問
し
、
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そ
こ
で
日
本
の
美
術
家
に
よ
る
日
本
を
主
題
と
し
た
素
晴
ら
し
い
近
代
絵
画
を
見
つ
け
る
か
、
あ
る
い
は
、
日
本
国
内
で
そ
れ
ら
の
絵
画
と
出

会
っ
た
な
ら
ば
、
美
術
家
た
ち
を
支
援
し
て
ほ
し
い
、
と
私
は
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
評
価
に
値
す
る
若
者
た
ち
に
、
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
ほ
し

い
。
彼
ら
は
外
国
に
行
き
、
彼
ら
の
内
に
秘
め
た
も
の
を
表
現
し
た
い
、
と
熱
望
し
て
い
る
の
だ
。

（
原
注
）
日
本
の
進
歩
は
と
て
も
速
い
の
で
、
私
は
こ
れ
ら
の
メ
モ
を
ま
と
め
て
か
ら
、
東
京
の
有
能
な
友
人
か
ら
の
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
。

そ
の
報
告
書
は
、
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
の
展
覧
会（

80
）が

、
私
が
今
年
の
春
に
見
た
も
の
よ
り
も
大
規
模
で
は
る
か
に
優
れ
て
い
た

と
い
う
結
果
を
伝
え
て
い
た
。

注

（
８
）
法
隆
寺
の
壁
画
は
「
一
三
世
紀
ほ
ど
前
の
時
代
」（
七
世
紀
頃
）
に
「
朝
鮮
の
僧
侶
が
描
い
た
」
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
見
解
に

は
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
（T

hings
Japanese

）』（
初
版
一
八
九
〇
年
）
の
内
容
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
同
書

の
第
三
版
（B

asil
H

all
C

ham
berlain,

T
hings

Japanese:
B

eing
N

otes
on

Various
Subjects

C
onnected

w
ith

Japan
for

T
he

U
se

of
Travel-

lers
and

O
thers,

3d
ed,

L
ondon:

John
M

urray,
1898

）
の
「
美
術
（A

rt

）」
の
項
目
か
ら
該
当
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。“T

he
m

ost
ancient

painting
now

existing
in

Japan
is

a
B

uddhist
m

ural
decoration

in
the

tem
ple

of
H

ōryuji
near

N
ara,believed

to
date

from
A

.D
.

607

and
to

be
the

w
ork

of
K

orean
priest.

For
m

ore
than

tw
o

centuries
longer,

art
rem

ained
chiefly

in
K

orean
and

C
hinese

priestly
hands.”

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（B

asil
H

all
C

ham
berlain

1850-1935

）
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
日
本
語
学
者
。
一
八
七
三
年
に
来
日
し
、
海
軍
兵
学
寮
で
英
語

教
師
の
職
に
就
く
と
と
も
に
、
荒
木
蕃
や
鈴
木
庸
正
か
ら
日
本
の
古
典
文
学
を
学
ん
だ
。『
英
訳
古
事
記
』（
一
八
八
三
年
）
他
の
業
績
に
よ
っ

て
、
一
八
八
六
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
（
言
語
学
）
日
本
語
学
教
授
と
な
る
（
一
八
九
〇
年
辞
職
）。
そ
の
間
、
日
本
各
地
を
旅
行
し
、

ア
イ
ヌ
や
琉
球
の
文
化
に
強
い
関
心
を
示
し
た
。
一
八
九
〇
年
に
『
日
本
事
物
誌
』
初
版
を
上
梓
し
、
同
書
は
第
六
版
（
一
九
三
九
年
）
ま
で

訂
正
加
除
さ
れ
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
重
要
文
献
と
な
っ
た
（
福
地
重
孝
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
９
）
ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
（A

rthur
G

eorge
M

orrison
1863-1945

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
探
偵
小
説
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
東
洋
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
。

モ
リ
ソ
ン
が
創
り
出
し
た
探
偵
マ
ー
チ
ン
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
最
初
の
注
目
す
べ
き
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
も
評
さ
れ
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
言
及
す
る
モ
リ
ソ
ン
の
記
事
は
、
雑
誌M

onthly
R

eview

に
一
九
〇
二
年
七
月
か
ら
一
九
〇
三
年

一
月
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た

“T
he

Painters
of

Japan”

を
指
す
。
モ
リ
ソ
ン
は
こ
の
連
載
論
文
を
発
展
さ
せ
て
、
後
に
日
本
絵
画
研
究
の
大
作

T
he

Painters
of

Japan
,

L
ondon:

T
.C

.
&

E
.C

.
Jack,

1911

を
上
梓
す
る
こ
と
に
な
る
。
詳
細
は
、
小
山
騰
「
ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
と
日
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本
」（『
英
学
史
研
究
』
第
二
七
号
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。
同
論
文
で
は
、
モ
リ
ソ
ン
が
滞
英
中
の
南
方
熊
楠
か
ら
浮
世
絵
な
ど
の
知
識
を

得
て
い
た
事
実
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
注（
８
）と
同
様
に
、
こ
の
部
分
で
も
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
（T

hings
Japanese

）』
の
「
美
術
（A

rt

）」
の
項
目
を
参

照
し
て
い
る
。
前
掲T

hings
Japanese

第
三
版
か
ら
、
腕
の
使
い
方
と
書
道
的
な
性
質
（calligraphic

quality

）
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
た
箇
所

を
引
用
す
る
。“Japanese

art
is

distinguished
by

directness,
facility,

and
strength

of
line,

a
sort

of
bold

dash
due

probably
to

the
habit

of
w

riting
and

draw
ing

from
the

elbow
,

not
from

the
w

rist.
T

his,
so

to
say,

calligraphic
quality

is
w

hat
gives

a
charm

to
the

m
erest

rough
Japanese

sketch.”

（
11
）
こ
の
部
分
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
参
照
し
て
い
る
の
も
注（
10
）と
同
じ
く
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
』
の
「
美
術
」
の
項
目
で
あ
る
（
以
下
の

引
用
も
前
掲T

hings
Japanese

第
三
版
に
よ
る
）。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
日
本
美
術
に
は
遠
近
法
や
光
と
影
を
無
視
す
る
傾
向
が
あ
る
（Japa-

nese
art

disregards
the

law
of

perspective
and

light
and

shadow
.

）
と
主
張
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
が
正
確
に
自
然
の
細
部
を
写

し
取
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
正
確
さ
（accuracy

）
を
永
遠
の
法
則
（an

ever-binding
rule

）
と
し
て
崇
め
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
を
日

本
人
は
軽
蔑
す
る（scorns
）の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
論
理
展
開
を
経
て
、
日
本
人
は
詩
人
で
あ
り
写
真
家
で
は
な
い（H

e
is,

in
his

lim
ited

w
ay,

a
poet,

not
a

photographer.

）
と
い
う
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
持
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
直
後
の
部
分
で
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
は
、
日
本
人
の
画
家
は
全
く
の
理
想
主
義
者
な
の
だ
（H

e
is

altogether
an

idealist

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
そ
れ
と
ほ

ぼ
同
様
の
表
現
を
論
文
で
使
っ
て
い
る
。

（
12
）
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
（John

R
uskin

1819-1900

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
家
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
（Joseph

M
allord

W
illiam

T
urner

1775-1851

）
の
風
景
画
を
支
持
す
る
動
機
か
ら
『
近
代
画
家
論
』
全
五
巻
（
一
八
四
三
〜
一
八
六
〇
年
）
を
著
し
、
論
壇
の
注
目
を
ひ
い
た
。

ま
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
た
め
に
弁
じ
、
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
の
美
点
を
力
説
し
た
。
そ
の
美
術
観
は
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
全
三
巻
（
一
八
五

一
〜
一
八
五
三
年
）
な
ど
に
窺
わ
れ
る
（『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』）。

（
13
）
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
の
著
書Japan

and
Its

A
rt,

L
ondon:

Fine
A

rt
Society,

1889

のC
hapter

V
I

に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
指
摘
し
た
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。

（
14
）
コ
ン
ボ
ル
ブ
ル
ス
（convolvulus

）
と
は
、
ヒ
ル
ガ
オ
科
サ
ン
シ
キ
ヒ
ル
ガ
オ
属
の
草
の
総
称
で
あ
る
（『
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
第
二

版
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
15
）「
一
六
三
七
年
」
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
迫
害
と
は
、
島
原
の
乱
を
指
す
。

（
16
）
山
田
右
衛
門
作
（
生
没
年
未
詳
）
は
江
戸
時
代
前
期
の
洋
風
画
家
。
イ
エ
ズ
ス
会
画
派
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ニ
コ
ラ
オ
（G

iovanni
N

icolao
1560-

1623

）
の
弟
子
だ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
（
坂
本
満
「
山
田
右
衛
門
作
」『
国
史
大
辞
典
』）。
山
田
は
島
原
の
乱
の
指
揮
官
の
一
人
で
あ
り
、
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乱
が
発
生
し
た
時
点
で
既
に
西
洋
画
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
六
三
七
年
に
西
洋
画
を
学
ん
だ
と
い
う
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
記
述
は
不
正
確

で
あ
る
。
な
お
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“Shichi
Y

em
on

Y
am

ada”

と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
島
原
の
乱
と
山
田
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
判

断
し
て
、
山
田
右
衛
門
作
を
指
す
と
推
定
し
た
。

（
17
）
享
保
年
間
は
一
七
一
六
年
か
ら
一
七
三
六
年
ま
で
で
あ
り
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
記
述
は
一
部
不
正
確
で
あ
る
。

（
18
）
尾
形
乾
山
（1663-1743

）
は
江
戸
中
期
の
陶
工
、
絵
師
。
兄
の
光
琳
と
と
も
に
琳
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
現
代
で
は
日
本
的
な
意
匠
の
代
表

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
献
、
た
と
え
ば
田
内
梅
軒
『
陶
器
考
附
録
』（
一
八
五
五
年
自
序
）
や
金
森
得
水
『
本

朝
陶
器
攷
隥
』（
一
八
五
七
年
自
序
）
で
は
、
乾
山
の
意
匠
は
「
西
洋
ノ
風
」
と
評
さ
れ
て
い
た
（
乾
山
に
よ
る
阿
蘭
陀
写
の
作
品
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
）。
詳
細
は
、
平
井
瑛
子
「
尾
形
乾
山
の
諸
相
――
近
代
に
お
け
る
乾
山
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」（『
あ
い
だ
／
生
成
』
第
五
号
、
二
〇
一

五
年
三
月
）
を
参
照
。

（
19
）
中
村
不
折
（1866-1943

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
、
書
家
。
一
八
八
八
年
に
画
塾
「
不
同
舎
」
に
入
り
、
小
山
正
太
郎
や
浅

井
忠
に
師
事
し
た
。
一
九
〇
一
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
と
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
や
ジ
ャ
ン＝

ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
の
薫
陶
を
う

け
た
。
一
九
〇
六
年
の
帰
国
後
は
太
平
洋
画
会
に
所
属
し
た
。
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
一
九
三
六
年
に
は
東
京
の
自
宅
邸
内
に
財
団
法
人
書

道
博
物
館
を
設
立
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
20
）
一
八
九
二
年
に
開
催
さ
れ
た
乾
山
百
五
十
回
忌
追
善
会
の
よ
う
に
、
明
治
期
に
は
尾
形
乾
山
に
関
す
る
多
く
の
顕
彰
事
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た

明
治
三
〇
年
代
か
ら
明
治
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
本
美
術
界
で
は
、
純
粋
美
術
と
応
用
美
術
を
区
別
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
観
に
対
抗
す

る
か
た
ち
で
、
装
飾
美
術
と
し
て
の
琳
派
を
再
評
価
す
る
動
き
が
岡
倉
覚
三
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注（
18
）の

平
井
瑛
子
「
尾
形
乾
山
の
諸
相
」
を
参
照
。
中
村
不
折
の
メ
モ
は
、
こ
う
し
た
明
治
期
の
乾
山
再
評
価
と
連
動
し
な
が
ら
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
乾
山
顕
彰
事
業
は
個
人
所
有
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
重
要
な
機
会
で
あ
り
、
不
折
は
実
際
の
作
品
と
過
去
の
文
献
（
前

述
し
た
江
戸
時
代
後
期
の
書
物
な
ど
）
を
見
比
べ
な
が
ら
乾
山
を
研
究
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
）
寛
政
期
は
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
〇
一
年
ま
で
で
あ
り
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
記
述
は
一
部
不
正
確
で
あ
る
。

（
22
）
司
馬
江
漢
（1747-1818

）
は
江
戸
後
期
の
洋
風
画
家
、
蘭
学
者
。
平
賀
源
内
や
秋
田
蘭
画
の
小
田
野
直
武
ら
を
通
じ
て
西
欧
画
の
研
究
を
始
め

る
と
と
も
に
、
前
野
良
沢
や
大
槻
玄
沢
ら
の
助
力
を
得
て
天
明
年
間
に
銅
版
画
の
制
作
に
成
功
し
た
。
天
明
の
末
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
は
「
蝋

画
」
と
称
す
る
独
特
の
油
絵
を
描
い
た
（
原
田
実
「
司
馬
江
漢
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
23
）
歴
史
的
な
背
景
を
説
明
す
る
と
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
洋
書
輸
入
の
制
限
緩
和
に
よ
っ
て
大
量
の
洋
書
が
日
本
国
内
に
流
入
し
た
が
、
そ
の
際
に

洋
書
の
挿
絵
や
独
立
し
た
絵
画
作
品
と
し
て
、
精
密
な
線
描
に
よ
っ
て
写
実
的
な
描
写
を
見
せ
る
銅
版
画
（
エ
ッ
チ
ン
グ
）
が
舶
載
さ
れ
、
当

時
の
画
壇
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
司
馬
江
漢
は
一
七
八
三
年
に
銅
版
画
の
制
作
に
成
功
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
葛
飾
北
斎
も
、
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寛
政
末
頃
か
ら
文
化
前
期
頃
に
か
け
て
の
時
期
に
、
銅
版
画
の
特
徴
を
木
版
画
の
上
に
応
用
し
た
洋
風
の
風
景
画
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。
詳

細
は
、
小
林
忠
ほ
か
『
浮
世
絵
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
24
）『
國
華
』
は
一
八
八
九
年
に
岡
倉
覚
三
や
高
橋
健
二
ら
が
創
刊
し
た
東
洋
美
術
雑
誌
。
図
版
の
美
し
さ
に
定
評
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者

や
美
術
愛
好
家
の
あ
い
だ
で
は
、
図
版
を
切
り
取
っ
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、
資
料
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
し
た
例
も
あ
る
。
一
九
〇
五
年
七
月

号
か
ら
は
英
語
版T

he
K

okka,
A

n
Illustrated

M
onthly

Journal
of

the
F

ine
and

A
pplied

A
rt

of
Japan

and
O

ther
E

astern
C

ounties

も
発

行
さ
れ
て
い
る
（
英
語
版
は
一
九
一
八
年
六
月
に
終
刊
）。
詳
細
は
、
南
明
日
香
「
日
本
美
術
・
工
芸
史
研
究
の
た
め
の
史
料
」（『
国
境
を
超
え

た
日
本
美
術
史
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
25
）
北
斎
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
技
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
一
八
八
四
年
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（E

rnest
Francisco

Fenollosa
1853-1908

）
が
執
筆
し
た“R

eview
of

the
C

hapter
on

Painting,
in

L
’A

rt
Japonais,

by
L

.
G

onse”,
in

T
he

Japan
W

eekly
M

ail,

12
July

1884
に
も
見
ら
れ
る
。
以
下
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
文
章
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。“H

okusai,
as

is
w

ell
know

n,
studied

such
speci-

m
ens

of
oil-painting

as
from

tim
e

to
tim

e
had

been
brought

from
E

urope.
H

e
w

as
fond

of
foreigners

and
their

w
ays,

and
painted

oc-

casionally
in

oil
him

self.”

こ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
同
様
の
主
張
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
日
本
を
訪
れ
た
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
久
保
田
米
僊
「
日
本
に
お
け
る
洋
画
（
五
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
一
年
八
月
二
六
日
、
月
曜
付
録
）
は
「
葛
飾
北
斎
も
余
ほ
ど
洋

画
を
参
酌
し
て
自
家
薬
籠
中
の
物
に
し
た
、
例
の
北
斎
漫
画
の
中
に
も
、
幾
何
学
的
に
西
洋
風
の
遠
近
法
を
示
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
点
に
関
し
て
は
、
稲
賀
繁
美
「
透
視
図
法
の
往
還
」（『
絵
画
の
東
方
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
も
参
照
。

（
26
）
川
上
冬
崖
（1827-1881

）
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
文
人
画
家
、
洋
画
家
。
画
才
を
認
め
ら
れ
て
一
八
五
六
年
に
絵
図
調
役
と
な
り
、

一
八
六
一
年
か
ら
は
新
設
の
画
学
局
で
画
学
出
役
を
勤
め
、
西
洋
画
法
の
研
究
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
明
治
維
新
後
は
下
谷
御
徒
町
で

画
塾
「
聴
香
読
画
館
」
を
開
き
、
小
山
正
太
郎
や
川
村
清
雄
ら
を
指
導
し
た
（
隈
元
謙
次
郎
「
川
上
冬
崖
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
27
）
小
山
正
太
郎
（1857-1916

）
は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
七
二
年
に
川
上
冬
崖
の
画
塾
「
聴
香
読
画
館
」
に
入
門
。
一
八

七
六
年
新
設
の
工
部
美
術
学
校
に
入
学
し
て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
師
事
し
た
。
一
八
八
九
年
に
は
浅
井
忠
ら
と
明
治
美
術
会

を
創
設
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
は
文
展
の
審
査
員
を
務
め
た
。
画
塾

「
不
同
舎
」
を
設
け
、
青
木
繁
、
満
谷
国
四
郎
、
鹿
子
木
孟
郎
、
中
村
不
折
、
吉
田
博
、
坂
本
繁
二
郎
ら
多
く
の
門
弟
を
輩
出
し
た
（『「
も
う

ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
28
）
浅
井
忠
（1856-1907

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
一
八
七
六
年
に
国
沢
新
九
郎
の
画
塾
「
彰
技
堂
」
で
洋
画
を
学
び
、
一
八
七
六
年
開
校
の
工
部

美
術
学
校
で
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
薫
陶
を
受
け
た
。
一
八
八
九
年
に
は
日
本
初
の
洋
画
団
体
で
あ
る
明
治
美
術
会
の
結
成
に
加

わ
り
、
同
会
の
中
心
作
家
と
し
て
明
治
洋
画
を
代
表
す
る
作
品
を
発
表
し
た
。
一
九
〇
〇
年
に
渡
仏
し
、
帰
国
後
の
一
九
〇
二
年
か
ら
は
京
都
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高
等
工
芸
学
校
の
教
授
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
関
西
美
術
院
を
設
立
す
る
な
ど
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
、
門
下
か
ら
は
梅
原
龍
三
郎
や
安
井

曾
太
郎
ら
を
輩
出
し
て
い
る
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
29
）デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“H
ofm

an”

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
中
の
高
橋
由
一
と
の
関
係
も
踏
ま
え
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン（C

har-

les
W

irgm
an

1832-1891

）を
指
す
と
推
定
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
た
ワ
ー
グ
マ
ン
は
陸
軍
大
尉
を
退
い
た
後
、
一
八
五
七
年
にT

he
Illus-

trated
L

ondon
N

ew
s

特
派
員
画
家
と
し
て
清
国
へ
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
六
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
（Sir

R
utherford

A
lcock

1809-1897

）
に
従
っ
て
来
日
。
横
浜
に
住
み
、
幕
末
の
国
際
的
な
レ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
。
一
八
六
二
年
に
は
外
国
人
に

よ
る
最
初
の
風
刺
雑
誌T

he
Japan

P
unch

も
創
刊
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
の
か
た
わ
ら
、
日
本
各
地
を
旅
し
て
油
彩
や
水
彩
で
風
景
画
や
風

俗
画
を
描
き
、
高
橋
由
一
や
五
姓
田
義
松
な
ど
黎
明
期
の
洋
画
家
を
指
導
し
た
こ
と
か
ら
、
近
代
日
本
洋
画
の
最
初
の
師
と
も
評
さ
れ
て
い
る

（
原
田
実
「
ワ
ー
グ
マ
ン
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
30
）
高
橋
由
一
（1828-1894

）
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
油
彩
画
家
。
一
八
六
二
年
に
幕
府
蕃
書
調
所
画
学
局
へ
入
っ
て
川
上
冬
崖
に
師
事

し
、
一
八
六
六
年
か
ら
は
横
浜
居
留
地
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
ら
に
実
技
指
導
を
受
け
た
。
一
八
七
三
年
に
画
塾
「
天
絵
楼
」
を
創
設

し
、
原
田
直
次
郎
や
川
端
玉
章
ら
を
育
て
た
。
画
塾
の
月
例
会
で
発
表
さ
れ
た
の
が
「
花
魁
図
」「
鮭
図
」
な
ど
の
代
表
作
で
あ
り
、
一
八
七
八

年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
も
油
彩
画
を
出
品
し
て
い
る（
佐
々
木
静
一「
高
橋
由
一
」『
国
史
大
辞
典
』）。
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“H
ichi

T
ok-

ohashi”

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
湯
浅
一
郎
を

“I.
H

asa”

と
表
記
し
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ィ

ク
ソ
ン
に
は
日
本
語
の
ヤ
行
の
子
音
を
「
Ｈ
」
で
表
記
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
、
加
え
て
英
語
の
「
Ｏ
」
を
発
音
す
る
際
に
は

日
本
語
の
母
音
「
あ
」
に
近
い
発
声
に
な
る
場
合
が
あ
る
点
、
さ
ら
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
に
師
事
し
て
い
た
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え

て

“H
ichi

T
okohashi”

は
高
橋
由
一
を
指
す
と
推
定
し
た
。

（
31
）
国
沢
新
九
郎
（1847-1877

）
は
明
治
前
期
の
洋
画
家
。
一
八
七
〇
年
に
高
知
藩
の
命
で
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
て
西
洋
画
法
を
学
ん
だ
。
一
八
七

四
年
の
帰
国
後
は
画
塾
「
彰
技
堂
」
を
設
け
、
浅
井
忠
、
本
多
錦
吉
郎
ら
の
後
進
を
指
導
し
た
が
、
一
八
七
七
年
に
享
年
三
一
歳
で
病
没
し
た

（
隈
元
謙
次
郎
「
国
沢
新
九
郎
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
32
）
川
村
清
雄
（1852-1934

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
幼
少
期
に
日
本
画
を
田
能
村
直
入
に
習
い
、
そ
の
後
は
江
戸
で
川
上
冬
崖
か
ら
洋
画
を
学
ん

だ
。
一
八
七
一
年
に
徳
川
宗
家
の
給
費
生
一
行
に
従
っ
て
渡
米
し
た
が
、
画
学
を
志
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
そ
の
後
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
美
術
学
校
で
学
ん
だ
。
一
八
八
一
年
の
帰
国
後
は
画
塾
を
設
け
て
門
人
の
育
成
に
あ
た
る
一
方
、
一
八
八
九
年
の
明
治
美
術
会
創
立
に
は
会

員
と
し
て
参
画
し
て
い
る
（
富
山
秀
男
「
川
村
清
雄
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
33
）
カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー
（Jean-B

aptiste
C

am
ille

C
orot

1796-1875

）
は
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
画
家
。
三
度
に
渡
る
イ
タ
リ
ア
旅
行
で
古

典
主
義
的
な
造
形
感
覚
を
養
い
、
入
念
に
構
成
さ
れ
た
風
景
画
や
歴
史
風
景
画
を
制
作
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
鋭
い
自
然
観
察
を
示
す
作
品
も
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残
し
て
お
り
、
印
象
派
を
予
告
す
る
清
新
な
感
覚
も
有
し
て
い
る
。
後
年
は
繊
細
な
詩
情
に
満
ち
た
風
景
画
を
多
く
描
い
て
人
気
を
博
し
た

（『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』）。

（
34
）「
イ
タ
リ
ア
人
の
美
術
教
師
」
と
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
（A

ntonio
Fontanesi

1818-1882

）
を
指
す
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
ト

リ
ノ
で
美
術
学
校
の
風
景
画
教
師
を
勤
め
て
い
た
が
、
一
八
七
六
年
の
工
部
美
術
学
校
開
設
に
伴
い
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日
し
た
。
日

本
初
の
正
則
の
油
彩
画
教
育
を
行
い
、
小
山
正
太
郎
、
浅
井
忠
、
松
岡
壽
、
五
姓
田
義
松
ら
が
師
事
し
た
。
一
八
七
八
年
に
イ
タ
リ
ア
へ
帰
国

し
、
王
立
ト
リ
ノ
美
術
学
校
の
教
授
に
就
任
し
た
（
原
田
実
「
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
35
）
本
多
錦
吉
郎
（1850-1921

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
画
塾
「
彰
技
堂
」
で
国
沢
新
九
郎
に
洋
画
を
学
ぶ
。
一
八
七
七
年
の
国
沢
没
後
は
彰
枝
堂

を
継
承
し
、
丸
山
晩
霞
、
岡
精
一
ら
多
く
の
門
人
を
育
て
た
。
一
八
八
九
年
の
明
治
美
術
会
創
設
に
も
参
画
し
て
お
り
、
明
治
洋
画
の
先
覚
者

の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
36
）
渡
辺
文
三
郎
（1853-1913

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
五
姓
田
芳
柳
、
義
松
父
子
に
洋
画
を
学
び
、
一
八
八
〇
年
に
義
松
が
フ
ラ
ン
ス
に
渡
る
と
、

五
姓
田
塾
で
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
一
八
八
九
年
に
は
明
治
美
術
会
結
成
に
参
加
し
、
そ
の
後
は
太
平
洋
画
会
の
創
立
に
も
参
加
し
た
（『「
も

う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
37
）
渡
部
審
也
（1875-1950
）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
二
年
か
ら
明
治
美
術
会
教
場
で
浅
井
忠
や
松
岡
壽
ら
に
学
ん
だ
。

明
治
美
術
会
展
に
出
品
を
続
け
た
後
、
太
平
洋
画
会
の
創
設
に
も
参
画
し
た
。（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
38
）
都
鳥
英
喜
（1873-1943

）
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
従
兄
の
浅
井
忠
に
師
事
し
、
一
八
九
一
年
か
ら
明
治
美
術
会
展
に
出

品
し
た
。
一
九
〇
二
年
の
太
平
洋
画
会
創
設
に
も
参
画
し
、
浅
井
が
パ
リ
か
ら
帰
国
す
る
と
同
じ
く
京
都
に
移
住
し
た
。
そ
の
後
は
京
都
高
等

工
芸
学
校
や
関
西
美
術
院
な
ど
で
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
39
）
満
谷
国
四
郎
（1874-1936

）
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
一
年
に
画
塾
「
不
同
舎
」
に
入
っ
て
小
山
正
太
郎
に
師
事

し
、
明
治
美
術
会
展
に
も
出
品
し
た
。
一
九
〇
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
経
由
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
帰
国
後
の
一
九
〇
二
年
に
同
志
と
太
平
洋
画

会
を
結
成
し
た
。
一
九
一
一
年
に
再
渡
欧
す
る
が
、
こ
れ
を
機
に
画
風
を
一
変
し
て
装
飾
的
傾
向
を
強
め
る
。
太
平
洋
画
会
を
代
表
す
る
作
家

と
し
て
活
躍
し
、
文
展
や
帝
展
の
審
査
員
も
務
め
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
40
）
吉
田
博
（1876-1950

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
、
版
画
家
。
一
八
九
四
年
に
小
山
正
太
郎
の
画
塾
「
不
同
舎
」
で
油
絵
を
学

び
、
明
治
美
術
会
会
員
と
な
る
。
一
八
九
九
年
に
渡
米
し
て
欧
州
各
国
を
巡
歴
。
帰
国
後
の
一
九
〇
二
年
、
太
平
洋
画
会
創
立
に
参
加
し
、
以

後
同
会
の
代
表
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
二
〇
年
か
ら
は
木
版
画
の
制
作
を
開
始
し
、
戦
後
の
一
九
四
七
年
に
は
太
平
洋
画
会
会
長
と
な
っ

た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
41
）
三
宅
克
己
（1874-1954

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
大
野
幸
彦
や
原
田
直
次
郎
に
師
事
し
、
一
八
九
七
年
に
渡
米
。
イ
ェ
ー
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ル
大
学
付
属
美
術
学
校
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
を
経
て
一
八
九
九
年
に
帰
国
し
、
白
馬
会
に
加
わ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
に
再
び
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
遊
学
し
、
翌
年
に
帰
国
。
第
四
回
白
馬
会
展
に
出
品
し
た
「
雨
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
」
で
画
名
を
挙
げ
た
。
文
展
に
最
初
か
ら
出
品
し
、

た
び
た
び
審
査
員
を
つ
と
め
た
。
一
九
五
一
年
、
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
を
受
賞
（
原
田
実
「
三
宅
克
己
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
42
）
黒
田
清
輝
（1866-1924

）
は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
八
四
年
に
法
律
研
究
の
た
め
パ
リ
に
留
学
し
た
が
、
洋
画
研
究
に

転
じ
、
外
光
派
の
画
家
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
に
師
事
し
た
。
一
八
九
一
年
の
「
読
書
」、
一
八
九
三
年
の
「
朝
妝
」
で
サ
ロ
ン
に
入
選
。
一
八

九
三
年
の
帰
国
当
初
は
明
治
美
術
会
に
所
属
し
た
が
、
一
八
九
六
年
に
久
米
桂
一
郎
ら
と
白
馬
会
を
結
成
し
た
。
白
馬
会
に
よ
る
外
光
派
の
明

る
い
画
風
は
日
本
の
美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
同
年
、
東
京
美
術
学
校
に
西
洋
画
科
が
新
設
さ
れ
る
と
講
師
と
な
り
、
一
八
九
八
年

に
は
教
授
と
な
っ
た
（
隈
元
謙
次
郎
「
黒
田
清
輝
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
43
）
久
米
桂
一
郎
（1866-1934

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
歴
史
学
者
久
米
邦
武
の
長
男
。
一
八
八
四
年
か
ら
藤
雅
三
に
西
洋
画

法
を
学
び
、
一
八
八
六
年
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
の
指
導
を
受
け
た
。
一
八
九
三
年
に
帰
国
。
一
八
九
六
年
に
は
黒
田

清
輝
ら
と
白
馬
会
を
結
成
し
た
。
同
年
、
東
京
美
術
学
校
講
師
と
な
り
、
一
八
九
八
年
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
黒
田
と
と
も
に
外
光
派
の
画
風

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
美
術
行
政
家
、
教
育
家
と
し
て
活
躍
し
た
（
隈
元
謙
次
郎
「
久
米
桂
一
郎
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
44
）
原
田
直
次
郎
（1863-1899
）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
一
八
八
二
年
に
画
塾
「
天
絵
学
舎
」
に
入
り
、
高
橋
由
一
ら
か
ら
洋
画
の
指
導
を
受
け
、

一
八
八
四
年
に
ド
イ
ツ
へ
留
学
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
、
同
じ
く
ド
イ
ツ
留
学
中
だ
っ
た
森
鷗
外
と
も
親
し
か
っ
た
。
一
八

八
七
年
に
帰
国
し
、
翌
年
に
は
画
塾
「
鍾
美
館
」
を
開
い
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
一
八
八
九
年
の
明
治
美
術
会
創
立
に
も
加
わ
っ
た
が
、

一
八
九
三
年
か
ら
病
床
に
つ
く
こ
と
が
多
く
、
享
年
三
七
歳
で
没
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
45
）
松
岡
壽
（1862-1944

）
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
七
三
年
に
川
上
冬
崖
の
画
塾
「
聴
香
読
画
館
」
に
入
り
洋
画
を
学

ぶ
。
一
八
七
六
年
に
最
年
少
で
工
部
美
術
学
校
に
入
学
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
指
導
を
受
け
た
。
一
八
八
〇
年
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
し
、
そ

の
後
ロ
ー
マ
国
立
美
術
学
校
を
卒
業
。
一
八
八
八
年
に
帰
国
す
る
と
、
翌
年
の
明
治
美
術
会
創
立
に
参
加
し
、
同
会
の
中
心
人
物
と
し
て
運
営

に
当
た
っ
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
46
）
小
代
為
重
（1863-1951

）
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
百
武
兼
行
に
学
び
、
千
葉
師
範
教
諭
、
東
京
電
信
学
校
助
教
な
ど
で

勤
務
し
た
。
一
八
八
九
年
に
は
明
治
美
術
会
の
創
立
に
参
加
し
た
が
、
一
八
九
六
年
か
ら
は
黒
田
清
輝
の
白
馬
会
に
結
成
時
か
ら
参
加
し
た
。

ま
た
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
開
催
を
機
に
渡
仏
し
、
帰
途
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
て
い
る
。
帰
国
後
は
一
九
〇
一
年
か

ら
青
山
学
院
中
等
部
な
ど
で
図
画
教
師
と
し
て
勤
務
し
た
（『
近
代
日
本
美
術
事
典
』）。
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“T
.

H
oshino”

と
表
記
さ

れ
て
い
た
た
め
人
物
の
特
定
に
手
間
取
っ
た
が
、
同
じ
一
文
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
「
新
派
」
が
白
馬
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

人
物
を
推
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
「
小
代
」
を
「
コ
シ
ロ
」
と
読
ん
で

“H
oshino”

と
表
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
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前
述
し
た
高
橋
由
一
や
後
述
す
る
湯
浅
一
郎
の
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
自
分
に
と
っ
て
曖
昧
な
子
音
を
「
Ｈ
」
で
表
記

す
る
傾
向
が
あ
る
。

（
47
）
安
藤
仲
太
郎
（1861-1912

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
伯
父
高
橋
由
一
の
画
塾
「
天
絵
楼
」
で
学
び
、
肖
像
画
を
得
意
と
し
た
。
一
八
八
九
年
の

パ
リ
万
国
博
覧
会
や
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
て
お
り
、
一
八
九
六
年
に
は
黒
田
清
輝
ら
と
白
馬
会
を
結
成
し
た
（『
日
本

人
名
大
辞
典
』）。
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“C
.A

neo”

と
表
記
さ
れ
て
い
た
た
め
人
物
の
特
定
に
手
間
取
っ
た
が
、
同
じ
一
文
で
列
挙
さ
れ

て
い
る
「
新
派
」
が
白
馬
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
人
物
を
推
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
がA

ndo

（
安
藤
）
と

記
す
べ
き
と
こ
ろ
を

“A
neo”

と
タ
イ
プ
ミ
ス
し
、
仲
太
郎
を
「
ち
ゅ
う
た
ろ
う
」
と
読
ん
だ
た
め
に
「
Ｃ
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
注（
58
）の
三
宅
克
己
に
つ
い
て
も
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
氏
名
の
タ
イ
プ
ミ
ス
を
し
て
い
る
。

（
48
）
白
瀧
幾
之
助
（1873-1960

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
は
じ
め
山
本
芳
翠
の
生
巧
館
画
学
校
に
入
っ
た
が
、
同
校
が
一
八
九

四
年
に
黒
田
清
輝
ら
に
委
託
さ
れ
る
と
黒
田
に
師
事
し
た
。
一
八
九
六
年
の
結
成
時
か
ら
白
馬
会
に
参
加
し
て
お
り
、
一
九
〇
四
年
か
ら
は
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
一
九
一
一
年
に
帰
国
。
一
九
五
二
年
に
は
芸
術
院
恩
賜
賞
を
授
与
さ
れ
た
。（『1908/09

ロ
ン
ド

ン
の
青
春：

前
後
』）。

（
49
）
中
澤
弘
光
（1874-1964
）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
六
年
に
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
て
黒
田
清
輝
に
学
び
、
白
馬

会
に
参
加
し
て
出
品
し
た
。
一
九
一
二
年
に
は
光
風
会
を
結
成
し
、
翌
年
の
日
本
水
彩
画
会
創
立
に
も
参
加
し
た
。
一
九
二
二
年
に
渡
欧
。
一

九
五
七
年
に
は
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
（『1908/09

ロ
ン
ド
ン
の
青
春：

前
後
』）。

（
50
）
湯
浅
一
郎
（1868-1931

）
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
は
じ
め
山
本
芳
翠
の
生
巧
館
画
学
校
に
入
っ
た
が
、
同
校
が
一
八
九

四
年
に
黒
田
清
輝
ら
に
委
託
さ
れ
る
と
黒
田
に
師
事
し
た
。
一
八
九
六
年
の
白
馬
会
結
成
に
会
員
と
し
て
加
わ
り
、
出
品
を
続
け
た
。
一
九
〇

五
年
に
渡
欧
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
を
拠
点
に
古
典
絵
画
を
研
究
し
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
作
品
模
写
に
専
念
。
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡

遊
し
た
後
、
一
九
一
〇
年
に
帰
国
し
、
白
馬
会
展
に
滞
欧
作
を
出
品
し
た
。
一
九
一
四
年
の
二
科
会
創
設
に
も
参
画
し
て
い
る
（『1908/09

ロ

ン
ド
ン
の
青
春：

前
後
』）。デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“I.
H

asa”

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、前
述
し
た
よ
う
に
高
橋
由
一
を

“H
ichi

Tokohashi”

と
表
記
す
る
な
ど
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
は
日
本
語
の
ヤ
行
の
子
音
を
「
Ｈ
」
で
表
記
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
同
じ
一
文
で
列
挙
さ
れ
て

い
る
「
新
派
」
が
白
馬
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

“I.
H

asa”

は
湯
浅
一
郎
を
指
す
と
推
定
し
た
。

（
51
）
藤
島
武
二
（1867-1943

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
〇
年
に
曾
山
幸
彦
、
中
丸
精
十
郎
、
松
岡
壽
ら
の
指
導
で
洋
画

を
学
び
、
翌
年
か
ら
山
本
芳
翠
の
生
巧
館
画
学
校
へ
通
う
と
と
も
に
、
明
治
美
術
会
の
会
員
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
白
馬
会
に
一
八
九
六
年
の

結
成
時
か
ら
参
加
し
、
同
年
に
東
京
美
術
学
校
の
助
教
授
に
も
任
じ
ら
れ
た
。
一
九
〇
五
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
し
、
帰
国
後

の
一
九
一
〇
年
に
同
校
教
授
と
な
っ
た
（『1908/09

ロ
ン
ド
ン
の
青
春：

前
後
』）。
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（
52
）
一
八
九
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
朝
し
た
黒
田
清
輝
と
久
米
桂
一
郎
は
、
当
初
は
明
治
美
術
会
に
参
加
し
た
が
、
同
会
の
古
い
体
質
か
ら
の
脱

却
を
試
み
、
一
八
九
六
年
に
白
馬
会
を
結
成
し
た
。
当
時
の
新
聞
は
、
白
馬
会
を
「
新
派
」
や
「
紫
派
」
と
呼
ぶ
一
方
で
、
明
治
美
術
会
を
「
旧

派
」
ま
た
は
「
脂
派
」（
や
に
は
）
と
呼
び
、
両
派
を
対
立
す
る
団
体
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
最
終
的
に
、
雑
誌
『
明
星
』
な
ど
の
文
芸
界
の
浪

漫
主
義
思
潮
と
呼
応
す
る
白
馬
会
が
勢
い
を
伸
ば
し
、
明
治
洋
画
の
主
流
と
な
っ
た
。
白
馬
会
は
一
九
一
〇
年
の
第
一
三
回
展
活
動
で
活
動
を

停
止
し
て
翌
年
に
解
散
し
た
が
、
続
く
一
九
一
二
年
に
は
白
馬
会
の
中
堅
作
家
が
光
風
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
（
原
田
実
「
白
馬
会
」『
国

史
大
辞
典
』）。

（
53
）
藤
村
知
子
多
（1876-1930

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
浅
井
忠
に
師
事
し
、
一
八
九
四
年
に
明
治
美
術
学
校
を
卒
業
。
一
八
九
八
年
に
東
京
美
術

学
校
に
入
学
し
、
浅
井
が
担
当
し
て
い
た
西
洋
画
科
第
二
教
室
で
学
ん
だ
。
一
九
〇
一
年
か
ら
は
パ
リ
に
留
学
し
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
の

指
導
を
受
け
た
。
一
九
〇
四
年
の
帰
国
後
は
、
太
平
洋
画
会
に
所
属
し
た（『
パ
リ1900

年
・
日
本
人
留
学
生
の
交
遊：

『
パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌
』

資
料
と
研
究
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
）。
毛
利
郁
子
「
漱
石
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
の
か
」（『
九
大
日
文
』
第
三
二
号
、
二
〇
一

八
年
一
〇
月
）
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
の
一
部
を
翻
訳
す
る
際
に
、
こ
の
人
物
を
「
Ｃ
・
藤
原
氏
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
だ
が
、
デ
ィ
ク
ソ

ン
の
原
文
に
は

“M
r.

C
.

Fujim
ura”

と
記
さ
れ
て
お
り
、
藤
村
知
子
多
と
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
54
）
和
田
三
造
（1883-1967
）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
七
年
に
画
家
を
志
し
て
上
京
し
、
白
馬
会
洋
画
研
究
所
で
黒
田

清
輝
に
師
事
し
た
。
一
九
〇
一
年
に
東
京
美
術
学
校
へ
入
学
。
一
九
〇
四
年
に
同
校
を
卒
業
し
、
翌
年
の
白
馬
会
一
〇
周
年
記
念
展
で
白
馬
会

賞
を
受
賞
し
た
。
た
だ
し
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
発
言
と
は
異
な
り
、
一
九
〇
二
年
の
時
点
で
和
田
は
ま
だ
留
学
し
て
い
な
い
。
和
田
は
、
そ
れ
か
ら

約
七
年
後
の
一
九
〇
九
年
に
文
部
省
留
学
生
と
し
て
渡
欧
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
各
国
を
巡
り
、
絵
画
研
究
を
重
ね
た
。
一
九
一
五
年
の
帰

国
後
は
文
展
や
帝
展
で
活
躍
し
、
一
九
三
二
年
か
ら
は
東
京
美
術
学
校
の
教
授
を
勤
め
た
（『1908/09

ロ
ン
ド
ン
の
青
春：

前
後
』）。

（
55
）
京
都
の
美
術
学
校
と
は
、
一
八
八
〇
年
に
日
本
初
の
公
立
絵
画
専
門
校
と
し
て
開
校
し
た
京
都
府
画
学
校
を
指
す
。
初
代
校
長
は
田
能
村
直
入

で
、
当
初
は
東
西
南
北
（
東
は
大
和
絵
諸
派
と
円
山
四
条
派
、
西
は
洋
画
、
南
は
文
人
画
、
北
は
狩
野
派
雪
舟
派
）
の
四
宗
に
分
か
れ
た
。
一

八
八
九
年
に
京
都
市
に
移
管
さ
れ
た
（
陰
里
鉄
郎
「
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
」『
国
史
大
辞
典
』）。

（
56
）
石
川
欽
一
郎
（1871-1945

）
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
八
六
年
か
ら
逓
信
省
郵
便
電
信
実
技
校
で
小
代
為
重
に
学
び
、

一
八
八
九
年
か
ら
は
大
蔵
省
印
刷
局
工
生
と
し
て
浅
井
忠
に
師
事
し
た
。
そ
の
他
に
川
村
清
雄
や
一
八
八
九
年
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
水
彩

画
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
イ
ー
ス
ト
か
ら
も
絵
画
を
学
ん
で
い
る
。
一
八
九
二
年
に
明
治
美
術
会
展
に
初
出
品
。
当
初
か
ら
水
彩
の
風
景
画
を
得

意
と
し
た
。
一
八
九
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
渡
欧
。
一
九
〇
一
年
か
ら
は
川
村
清
雄
を
中
心
と
す
る
巴
会
に
参
加
し
た
。
一
九
一
四
年
に
は

台
北
市
で
三
宅
克
己
と
二
人
展
を
開
催
。
一
九
二
〇
年
に
再
渡
欧
し
て
お
り
、
一
九
二
七
年
の
台
湾
美
術
展
覧
会
の
創
設
に
も
尽
力
し
た
（『
近

代
日
本
美
術
事
典
』）。
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（
57
）
石
川
寅
治
（1875-1964

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
一
年
か
ら
小
山
正
太
郎
の
画
塾
「
不
同
舎
」
で
学
び
、
一
九
〇

二
年
の
太
平
洋
画
会
創
立
に
参
加
し
た
。
同
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
由
し
て
一
九
〇
四
年
に
帰
国
し
た
。
一
九
〇
七
年
の

第
一
回
文
展
に
出
品
し
、
以
後
出
品
を
続
け
た
。
一
九
五
三
年
に
は
芸
術
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
て
い
る
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図

録
』）。

（
58
）
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
で
は

“E
.

M
iyake”

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
イ
ー
ス
ト
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
交
流
し

て
い
た
点
、
さ
ら
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
論
文
発
表
の
当
日
に
配
布
し
た
【
④
絵
画
の
展
示
リ
ス
ト
】
に
三
宅
克
己
の
ス
ケ
ッ
チ
を
確
認
が
で
き
る

点
を
踏
ま
え
て
、“E

.
M

iyake”

はK
.

M
iyake

（
三
宅
克
己
）
の
タ
イ
プ
ミ
ス
と
判
断
し
た
。

（
59
）
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（R

oyal
A

cadem
y

of
A

rts

王
立
美
術
院
）
は
、
一
七
六
八
年
に
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
庇
護
の
も
と
で
、
画
家
、

彫
刻
家
、
建
築
家
、
版
画
家
ら
が
創
設
し
た
芸
術
機
関
。
総
会
で
選
出
さ
れ
た
定
員
四
〇
名
の
み
が
正
会
員
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
た

（『
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
展
』
東
京
新
聞
社
、
二
〇
一
四
年
）。
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
講
演
し
た
一
九
〇
二
年
時
点
で
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
イ
ー

ス
ト
と
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
共
に
准
会
員
だ
っ
た
が
、
イ
ー
ス
ト
は
一
九
一
三
年
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
一
九
一
一
年
に
正
会
員
に

選
出
さ
れ
て
い
る
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
60
）
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
イ
ー
ス
ト
（Sir

A
lfred

E
ast

1844-1913

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
。
一
八
八
〇
年
に
パ
リ
に
渡
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ

ア
ン
で
学
ん
だ
。
一
八
八
九
年
に
は
マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
が
取
締
役
を
勤
め
るT

he
Fine

A
rt

Society

の
委
嘱
に
よ
り
、
日
本

を
訪
問
し
た
。
約
半
年
の
滞
在
期
間
中
に
各
地
の
名
所
旧
跡
を
取
材
旅
行
し
た
ほ
か
、
明
治
美
術
会
で
の
講
演
も
行
っ
て
い
る
（『「
も
う
ひ
と

つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
61
）
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
（A

lfred
W

.
Parsons

1847-1920

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
家
。
一
八
九
二
年
に
来
日
し
、
各
地
を
ス
ケ
ッ
チ

旅
行
す
る
と
と
も
に
、
東
京
美
術
学
校
で
水
彩
画
の
個
展
を
開
催
し
、
三
宅
克
己
ら
に
影
響
を
与
え
た
。
帰
国
後
、
王
立
水
彩
画
家
協
会
の
会

長
に
も
な
っ
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
62
）
三
宅
克
己
は
一
八
九
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
た
際
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
イ
ー
ス
ト
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
を
訪
問
し
て
い
る
。

詳
細
は
、
三
宅
克
己
『
思
い
出
づ
る
ま
ま
』（
三
宅
書
房
、
一
九
三
六
年
）
を
参
照
。

（
63
）
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
（South

K
ensington

M
useum

）
は
、
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
の
趣
旨
を
さ
ら
に
広
め
、
科

学
と
芸
術
に
よ
っ
て
産
業
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
構
想
さ
れ
、
一
八
五
七
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
臨
席
の
も
と
で
開
館

し
た
。
そ
の
後
一
八
九
九
年
に
女
王
の
名
に
な
ら
っ
て
現
在
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
（V

ictoria
and

A
lbert

M
u-

seum

）
と
改
称
さ
れ
た
（『
ロ
ン
ド
ン
事
典
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
64
）
二
世
五
姓
田
芳
柳
（1864-1943

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
旧
姓
は
倉
持
、
名
は
子
之
吉
。
五
姓
田
塾
で
五
姓
田
義
松
に
師
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事
し
、
後
に
義
松
の
父
初
代
芳
柳
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
の
指
導
も
受
け
、
一
八
八
五
年
に
芳
柳
号
を
継
承
し
、

画
塾
を
引
き
継
い
だ
。
明
治
美
術
会
創
立
に
も
参
加
し
、
歴
史
画
を
多
く
出
品
し
た
。
同
会
解
散
後
は
川
村
清
雄
ら
と
巴
会
を
結
成
し
た
（『「
も

う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
65
）
小
笠
原
豊
涯
（1870-1920

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
経
歴
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
一
八
八
九
年
以
前
に
京
都
府
画
学
校
に
入
学
し
て
田
村
宗
立

に
師
事
し
、
そ
の
後
は
加
地
為
也
に
入
門
し
た
。
一
八
九
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
明
治
美
術
会
展
に
出
品
し
て
お
り
、
一
八
九
六
年
頃
に

は
京
都
で
肖
像
画
を
手
が
け
た
。
一
九
〇
五
年
の
関
西
美
術
院
創
立
時
に
は
発
起
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
、
大
阪
時
事
新
報
社

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
大
阪
に
移
っ
た
。
志
賀
秀
孝
氏
は
小
笠
原
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
出
品
歴
な
ど
か
ら

す
る
と
相
当
な
画
技
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
小
笠
原
の
来
歴
は
、
今
も
っ
て
殆
ど
不
明
で
あ
り
、
そ
の
実
態

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
図
を
み
る
と
、
単
に
写
真
肖
像
を
越
え
た
卓
越
し
た
油
彩
絵
の
具
の
使
い
手
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
」

（『
浅
井
忠
と
関
西
美
術
院
展
』
府
中
市
美
術
館
ほ
か
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
66
）『
千
九
百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』
上
（
農
商
務
省
、
一
九
〇
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に

出
品
す
る
絵
画
（
油
画
類
、
下
画
、
絵
画
）
は
、
一
八
九
九
年
六
月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
期
間
中
に
、
鑑
査
委
員
会
の
審
査
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
実
際
に
監
査
官
が
任
命
さ
れ
た
の
は
一
八
九
九
年
八
月
二
二
日
の
こ
と
で
、
監
査
官
は
「
技
術
家
」

と
「
批
評
家
」
に
分
か
れ
、
技
術
家
と
し
て
浅
井
忠
、
小
山
正
太
郎
、
松
岡
壽
、
新
海
竹
太
郎
ほ
か
一
八
名
が
任
命
さ
れ
、
翌
二
三
日
か
ら
監

査
が
行
わ
れ
て
い
る
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。
最
終
結
果
は
「
巴
里
博
覧
会
出
品
の
美
術
作
品
」（『
毎
日
新
聞
』
一
八
九

九
年
九
月
六
日
）
な
ど
で
一
般
に
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
パ
リ
万
博
は
一
九
〇
〇
年
四
月
一
四
日
か
ら
一
一
月
一
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

（
67
）
五
百
城
文
哉
（1863-1906

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
一
八
八
四
年
に
高
橋
由
一
に
師
事
し
、
一
八
九
〇
年
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品

し
た
際
に
は
、
森
鷗
外
か
ら
「
色
彩
画
家
（
コ
ロ
リ
ス
ト
）」
と
評
さ
れ
た
。
一
八
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
に
「
日
光
東

照
宮
陽
明
門
」
を
出
品
。
一
八
九
二
年
以
降
は
日
光
を
拠
点
に
創
作
活
動
を
行
い
、
外
国
人
観
光
客
向
け
の
水
彩
画
も
描
い
た
。
加
え
て
日
光

の
高
山
植
物
に
関
す
る
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
を
多
数
手
が
け
て
お
り
、
高
山
植
物
に
関
す
る
知
見
は
専
門
家
が
教
え
を
請
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

小
杉
放
菴
（
未
醒
）
な
ど
、
多
く
の
門
弟
と
創
作
活
動
を
行
っ
た
（『
伻
る
明
治
の
洋
画
家

五
百
城
文
哉
展
』
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

二
〇
〇
五
年
）。

（
68
）
五
百
城
は
一
八
九
四
年
に
奥
日
光
の
地
形
を
模
し
た
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
を
自
宅
庭
に
築
い
た
。
こ
れ
は
日
本
最
初
の
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
中
禅
寺
湖
と
称
す
る
小
さ
な
池
が
あ
り
、
根
名
草
山
、
湯
泉
岳
、
金
精
峠
、
白
根
山
と
、
日
光
連
山
を
模
し
た
築
山
が
庭

の
境
界
を
な
し
て
い
た
（『
も
う
ひ
と
つ
の
日
光
を
歩
く
』
随
想
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
69
）
白
馬
会
第
六
回
展
（
一
九
〇
一
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
一
三
日
、
於
上
野
公
園
旧
博
覧
会
跡
第
五
号
館
）
を
指
す
。
こ
の
展
覧
会
に
出
品
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さ
れ
た
黒
田
清
輝
の
滞
欧
作
「
裸
体
婦
人
像
」、
湯
浅
一
郎
「
画
室
」、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
「
オ
デ
オ
ン
座
天
井
画
下
絵
」
な
ど
が
風
紀
紊

乱
に
当
た
る
と
し
て
下
谷
警
察
署
の
介
入
を
受
け
、
最
終
的
に
は
裸
体
画
の
下
半
身
を
布
で
覆
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
腰
巻
事
件
が
発
生
し
た
。

詳
細
は
、
隈
元
謙
次
郎
「
明
治
中
期
の
洋
画
（
二
）
白
馬
会
を
中
心
と
し
て
」（『
美
術
研
究
』
第
一
九
二
号
、
一
九
五
七
年
八
月
）
及
び
、
蔵

屋
美
香
「
絵
画
の
下
半
身
――1890

年
代
〜1945

年
の
裸
体
画
問
題
」（『
美
術
研
究
』
第
三
九
二
号
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
を
参
照
。

（
70
）
イ
チ
ジ
ク
の
葉
（fig

leaf

）
と
は
、
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
が
イ
チ
ジ
ク
の
葉
で
腰
裳
を
作
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
不
体
裁
な
も
の
や
い
か
が
わ
し
い

も
の
を
隠
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
第
二
版
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
71
）
裸
体
画
に
関
す
る
論
争
は
、
一
八
八
九
年
に
『
国
民
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
渡
辺
省
亭
の
挿
絵
（
山
田
美
妙
の
小
説
「
胡
蝶
」
の
挿
絵
）
に
始

ま
り
、
そ
の
後
一
八
九
五
年
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
黒
田
清
輝
「
朝
妝
」
が
議
論
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
か
た
ち
で
一

九
〇
一
年
の
腰
巻
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
一
九
二
六
年
の
安
井
曾
太
郎
「
画
室
」
な
ど
で
、
同
様
の
論
争
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
詳
細
は
注（
69
）の
蔵
屋
美
香
「
絵
画
の
下
半
身
」
を
参
照
。

（
72
）
当
時
の
新
聞
報
道
で
は
、
白
馬
会
第
四
回
展
（
一
八
九
九
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
二
〇
日
、
於
上
野
公
園
旧
博
覧
会
跡
第
五
号
館
）
に
謎

の
イ
ギ
リ
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
が
現
れ
、
川
村
清
雄
の
絵
画
の
購
入
を
競
い
合
っ
た
、
と
い
う
記
事
が
存
在
す
る
（
無
署
名
「
海
外
の
知
己
」

『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
〇
年
三
月
二
五
日
朝
刊
）。
雑
誌
『
光
風
』（
一
九
〇
八
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
白
馬
会
第
四
回
展
出
品
目
録
を
参

照
す
る
と
、
同
展
覧
会
で
の
川
村
清
雄
の
出
品
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
記
事
は
ゴ
シ
ッ
プ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で

今
回
翻
訳
し
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
外
国
人
に
よ
る
洋
画
購
入
と
い
う
記
事
の
主
旨
自
体
は
、
実
話
に
基
づ
い
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
73
）
雑
誌

“The
Year’s

A
rt:

A
C

oncise
E

pitom
e

of
A

ll
M

atters
R

elating
to

The
A

rts
of

Painting,
Sculpture,

and
A

rchitecture”,
L

ondon:
M

ac-

m
illan

and
C

o.

は
一
八
八
〇
年
の
創
刊
号
か
ら
一
八
九
三
年
ま
で
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
が
編
集
を
行
っ
た
。
同
誌
は
そ
の
後
も
発
行
さ
れ
、
最
終

的
に
一
九
四
七
年
で
終
刊
と
な
っ
た
。

（
74
）
廣
岡
伊
兵
衛
（
生
没
年
未
詳
）
は
京
都
の
友
禅
染
問
屋
の
経
営
者
で
図
案
家
。
一
八
九
四
年
の
第
二
三
回
京
都
府
工
芸
品
展
覧
会
に
出
品
し
た

「
水
ニ
扇
模
様
友
禅
染
縮
緬
」
で
第
一
等
金
牌
と
な
り
（『
京
都
博
覧
会
沿
革
誌
』
京
都
博
覧
会
協
会
、
一
九
〇
三
年
）、
翌
一
八
九
五
年
の
第

四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
日
本
画
家
の
巨
勢
小
石
ら
と
制
作
し
た
掛
物
「
刺
繍
葦
ニ
鷹
之
図
」
が
皇
后
宮
御
用
品
と
な
っ
た
（
中
島
甲
之
助

編
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
館
出
品
目
録
』
村
上
勘
兵
衛
ほ
か
、
一
八
九
五
年
）。
一
八
九
七
年
に
は
糸
目
糊
を
置
か
な
い
無
線
友
禅
を

開
発
し
て
技
術
面
で
の
新
機
軸
を
開
拓
し
た
。
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
、
現
地
パ
リ
で
の
博
覧
会
の
視
察
も
行
っ
て
い
る

（
黒
田
譲
『
名
家
歴
訪
録
』
中
編
、
山
田
芸
艸
堂
、
一
九
〇
一
年
）。

（
75
）“O

.
N

am
po”

は
詳
細
不
明
。
図
三
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
水
彩
画

“w
ater-colour”

と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
記
の
み
で
判
断
す
る
と
江
戸
後
期
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の
文
人
大
田
南
畝
（
お
お
た
・
な
ん
ぽ1749-1833

）
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
そ
の
他
の
人
物
の
可
能
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
76
）
こ
の
作
品
は
【
④
絵
画
の
展
示
リ
ス
ト
】
を
参
照
す
る
と
、
河
久
保
正
名
「
生
け
花
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
77
）“I.

K
w

ashikw
an”

は
詳
細
不
明
。
田
中
正
史
氏
は
、
五
百
城
文
哉
の
周
辺
に
「
詳
し
い
経
歴
ど
こ
ろ
か
、
名
前
や
生
没
年
に
至
る
ま
で
、
一
切
、

解
っ
て
い
な
い
」
多
数
の
画
家
が
い
た
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
と
く
に
、K

W
A

SH
IK

A
N

は
、
五
百
城
文
哉

に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
筆
力
を
示
し
た
画
家
で
あ
り
、
是
非
と
も
今
後
の
詳
細
な
調
査
が
待
た
れ
る
」（
田
中
正
史
「
日
光
の
社
寺
を
描
い
た
水

彩
画
に
つ
い
て
」『
伻
る
日
光
・
社
寺
を
描
い
た
水
彩
画
』
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
78
）「
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン
」“A

uld
L

ang
Syne”

（
久
し
き
昔
）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
（R

obert

B
urns

1759-1796

）
が
作
詞
し
て
一
七
九
四
年
に
発
表
し
た
歌
曲
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
送
別
歌
と
し
て
普
及
し
た
。
日
本
で
は
文
部
省

音
楽
取
調
掛
編
『
小
学
唱
歌
集
初
編
』（
一
八
八
一
年
）
に
「
蛍
」
の
題
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
後
に
「
蛍
の
光
」
と
し
て
一
般
に
も
広
ま
っ
た
（
国

安
洋
「
蛍
の
光
」『
改
訂
新
版
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
79
）「
大
阪
の
博
覧
会
」
と
は
、
大
阪
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一
九
〇
三
年
三
月
一
日
〜
七
月
三
一
日
）
を
指
す
。
第
五

回
内
国
博
協
賛
会
初
代
会
長
の
土
井
通
夫
（
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
）
は
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
を
視
察
し
て
博
覧
会
経
営
を
学
び
、
内
国

博
の
イ
ベ
ン
ト
化
と
国
際
化
を
試
み
た
。
第
五
回
内
国
博
で
は
三
〇
種
の
余
興
が
催
さ
れ
て
人
気
を
呼
ん
だ
。
ま
た
日
清
戦
後
初
の
内
国
博
と

い
う
こ
と
で
、
台
湾
館
で
の
国
内
初
め
て
の
植
民
地
展
示
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
一
八
九
九
年
の
改
正
条
約
施
行
に
よ
っ
て
外
国
人
招
致
の

障
害
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
一
四
カ
国
、
一
八
の
地
域
が
参
加
し
、
小
規
模
な
が
ら
万
国
博
覧
会
の
様
相
も
呈
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
四
回
内
国
博
入
場
者
数
の
五
倍
近
い
五
三
〇
万
人
が
来
場
し
た
（
國
雄
行
『
博
覧
会
と
明
治
の
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

〇
年
）。

（
80
）
こ
の
一
九
〇
二
年
一
〇
月
開
催
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
同
年
春
の
展
覧
会
と
比
較
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
二
回
の
間
隔
で

開
催
さ
れ
た
日
本
絵
画
協
会
と
日
本
美
術
院
に
よ
る
連
合
絵
画
共
進
会
展
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
二
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
七
回
日
本

美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
展
は
一
九
〇
二
年
三
月
二
日
〜
二
九
日
に
開
催
さ
れ
、
続
く
第
一
三
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
八
回
日
本
美
術
院
連
合

絵
画
共
進
会
展
は
同
年
一
〇
月
一
日
〜
一
一
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
（
木
下
長
宏
『
岡
倉
天
心
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）。
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【
③
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
の
論
文
が
結
論
に
至
る
と
、
議
長
の
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
は
、「
こ
の
部
屋
で
見
か
け
た
数
人
の
美
術
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

壁
に
そ
っ
て
展
示
さ
れ
た
水
彩
画
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

Ｇ
・
Ｃ
・
ハ
イ
テ
氏（

81
）（

日
本
協
会
会
員
）
は
言
っ
た
。「
私
に
は
議
長
の
呼
び
か
け
に
答
え
る
義
務
が
あ
る
。
私
は
今
夜
経
験
し
た
の
と
同
じ

マ

マ

く
ら
い
不
愉
快
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。
一
八
八
一
年
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
会
議
で
発
言
し
た
と
き（

82
）、

私
た
ち
の
国
が
、
固
有
の

芸
術
的
伝
統
を
持
つ
人
び
と
の
美
術
と
接
す
る
の
を
呪
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
が
こ
こ
で
も
現
れ
て
い
る
。

私
は
自
信
を
も
っ
て
断
言
す
る
。
こ
の
部
屋
で
私
が
鑑
賞
し
た
作
品
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
学
校
の
作
品
と
比
べ
て
も
と
見
劣
り
す
る
、
と
。
新

し
い
日
本
の
美
術
家
た
ち
は
理
想
主
義
者
で
あ
り
、
表
現
の
才
能
、
誠
実
さ
、
そ
し
て
直
截
性
を
持
つ
、
と
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
述
べ
た
。
し
か
し
、

私
が
鑑
賞
し
た
絵
画
に
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
特
徴
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
私
は
論
文
の
趣
旨
に
、
全
く
同
意
で
き
な
い
こ
と
が
残
念

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
画
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
見
る
と
し
て
も
、
強
い
態
度
で
非
難
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
、
近

代
日
本
の
美
術
家
た
ち
を
励
ま
し
て
ほ
し
い
、
と
聴
衆
に
訴
え
か
け
た
。
彼
自
身
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
自
国
の
美
術
を
推
進
す
る
た
め
の
、
よ

り
良
い
や
り
方
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
、
そ
れ
以
外
の
視
点
で
人
び
と
が
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
を
、
可
能
な
限
り

抑
止
す
べ
き
だ
、
と
考
え
て
い
た
の
だ
。
も
し
私
が
失
礼
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
謝
罪
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
、
今
夜
見
た
よ

う
な
芸
術
を
奨
励
す
る
こ
と
は
重
大
な
間
違
い
だ
と
、
強
烈
に
感
じ
た
の
で
あ
る
」。

か
と
う
さ
と
り

加
藤
覚
氏（

83
）（

訪
問
者
）
は
論
文
へ
の
感
謝
を
述
べ
、「
今
回
の
論
文
を
翻
訳
し
て
日
本
で
出
版
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
発
言
し
た
。「
作
品

を
制
作
す
る
と
き
の
素
早
さ
は
、
日
本
の
美
術
家
の
特
徴
を
上
手
く
言
い
当
て
て
い
る
。
彼
ら
は
主
題
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
れ
を
自
ら
の

心
の
内
側
か
ら
自
然
に
描
き
出
し
た
い
、
と
願
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
芸
術
に
お
け
る
独
創
性
は
罪
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
主
題
と
表
現
と
い
う
二
つ
の
点
で
、
独
創
性
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
新
し
い
刺
激
的
な
美
術
の
流
派

が
、
将
来
の
日
本
で
誕
生
す
る
と
期
待
し
、
信
じ
て
い
る
の
だ
。
日
本
人
の
模
倣
す
る
能
力
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
真
実
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で
あ
る
が
、
こ
の
能
力
は
異
な
る
表
現
方
法
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
日
本
人
は
船
を
漕
ぐ
と
き
で
さ
え
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
よ
う
に
オ
ー

ル
を
使
わ
な
か
っ
た
。
も
し
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
が
西
洋
美
術
の
方
法
を
模
倣
し
た
と
し
て
も
、
疑
い
な
く
彼
ら
は
固
有
の
何
か
を
後
で
付

け
加
え
る
の
で
あ
る
」。

サ
ッ
ト
ン
・
パ
ー
マ
ー
氏（

84
）（

訪
問
者
）
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。「
ハ
イ
テ
氏
の
猛
攻
撃
は
容
赦
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
と
同
時

に
、
私
は
ハ
イ
テ
氏
に
非
常
に
賛
同
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
か
つ
て
の
日
本
美
術
に
、
華
麗
さ
、
自
由
、
熟
練
し
た

機
敏
さ
、
簡
素
、
そ
し
て
偉
大
な
色
彩
感
覚
を
見
つ
け
、
多
く
の
点
で
西
洋
の
美
術
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
西
洋
的
な
考
え
方

を
吸
収
し
、
西
洋
の
方
法
を
学
ん
で
い
る
日
本
の
学
生
た
ち
が
、
将
来
も
う
一
人
の
レ
イ
ト
ン（

85
）や

、
ワ
ッ
ツ（

86
）や

、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル（

87
）に

な
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
、
と
私
は
尋
ね
た
い
。
日
本
は
全
て
の
側
面
で
文
明
開
化
を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
西
洋
と
関
係
を
持
っ
た
こ
と
で
必
然
的
に

西
洋
的
な
思
想
や
考
え
方
を
吸
収
し
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
人
が
古
い
様
式
に
よ
っ
て
自
国
の
美
術
を
再
び
作
り
だ
し
、
世
界
の
人

び
と
に
与
え
て
い
く
こ
と
を
、
私
は
望
ん
で
い
る
」。

Ｗ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ミ
ス
氏（

88
）（

日
本
協
会
理
事
）
は
言
っ
た
。「
私
は
過
去
の
日
本
美
術
に
つ
い
て
何
度
も
言
っ
て
き
た
こ
と
を
、
た
だ

繰
り
返
す
だ
け
だ
。
す
な
わ
ち
単
調
さ
で
あ
る
。
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
何
度
も
繰
り
返
し
現
れ
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
理
想
は
な
く
、
実
際
に
新

し
い
も
の
は
何
も
な
い
。
同
じ
古
典
的
な
考
え
が
門
弟
か
ら
門
弟
に
受
け
継
が
れ
、
何
度
も
繰
り
返
し
現
れ
る
の
だ
。
過
去
の
日
本
美
術
に
よ
っ

て
、
近
代
の
日
本
美
術
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
ほ
ど
の
ハ
イ
テ
氏
の
見
解
が
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

は
特
に
空
気
遠
近
法
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
日
本
の
近
代
美
術
の
多
く
は
賞
賛
に
値
す
る
と
考
え
る
。
日
本
の
美
術
に
ど
ん
な
能
力

が
あ
る
の
か
を
、
ま
だ
世
界
の
人
び
と
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
信
念
を
私
は
表
明
し
た
い
」。

フ
ェ
ー
ン
・
ス
パ
イ
ア
ー
ズ
氏（

89
）（

日
本
協
会
理
事
）
は
、
発
表
者
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
に
対
し
て
、
感
謝
の
議
決
を
提
案
す
る
た
め
に
立
ち
上
が

り
、
一
枚
の
絵
画
を
褒
め
称
え
た
。
そ
れ
は
彼
の
目
の
前
に
掛
け
ら
れ
た
五
百
城
文
哉
の
作
品
﹇
図
一
﹈
で
、
細
部
の
描
き
方
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
。「
私
自
身
は
、
西
洋
的
な
方
法
を
学
び
始
め
た
画
家
た
ち
の
努
力
を
、
と
て
も
寛
大
な
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。
日
本
人
が
過
去

の
美
術
を
手
放
し
た
こ
と
は
残
念
で
あ
り
、
私
は
ハ
イ
テ
氏
に
賛
成
す
る
。
美
術
以
外
の
方
面
で
発
展
す
る
た
め
に
、
日
本
人
は
西
洋
的
な
考
え
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方
を
採
用
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
の
近
代
生
活
に
は
、
非
常
に
多
く
の
分
野
で
西
洋
の
影
響
が
現
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
芸
術
と
い
う
領

域
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」。

デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
の
極
め
て
興
味
深
い
論
文
と
、
そ
れ
に
さ
ら
な
る
興
味
を
つ
け
加
え
た
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
に
対
し
て
、
ス
パ
イ
ア
ー

ズ
氏
が
感
謝
の
決
議
を
提
案
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

ア
ー
サ
ー
・
デ
ィ
オ
シ
ー
氏（

90
）（

日
本
協
会
理
事
長
）
は
感
謝
の
決
議
に
賛
成
し
た
。
そ
し
て
「
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
に
議
長
を
務
め
る
よ
う
に

要
請
し
た
と
き
、
彼
は
い
く
ら
か
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
。「
な
ぜ
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
に
依
頼
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
非
常
に
明

白
で
あ
る
。
彼
は
日
本
美
術
に
関
す
る
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
議
論
が
で
き
る
た
め
だ
。
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
氏
は
議
長
を
務
め
る
最
適
の
人
物
で
あ

る
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
彼
の
友
人
で
あ
る
ハ
イ
テ
氏
の
主
張
は
、
芸
術
に
関
す
る
問
題
を
非
常
に
重
く
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

あ
の
よ
う
に
批
評
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
夜
室
内
に
展
示
さ
れ
た
作
品
を
見
な
が
ら
ハ
イ
テ
氏
は
大
い
に
感
心
し
て
い
た
。
私
も
ま
た
、
日

本
人
が
日
本
美
術
の
古
い
伝
統
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
悲
し
む
べ
き
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
サ
ッ
ト
ン
・
パ
ー
マ
ー
氏
は
、
こ
う
し
た
状
況
は

必
然
的
な
の
だ
、
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
日
本
は
西
洋
文
明
の
方
法
に
適
応
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
国
民
生
活
の
全
領
域
で
適
応
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
、
唯
一
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
、
日
本
人
が
何
と
か
し
て
現
状
を
切
り
抜
け
、
最
終
的
に
新
し
い
美

術
へ
と
進
化
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
新
し
い
美
術
と
は
、
特
に
仏
教
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
き
た
過
去
の
宗
教
的
な
考
え
方
よ
り
も
、

さ
ら
に
高
い
次
元
の
思
想
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
器
用
さ
や
才
能
、
色
彩
感
覚
、
そ
し
て
装
飾
的
な
本
能
に
、
新
た
な
息
吹
が
加

わ
っ
た
も
の
で
あ
る
」。

デ
ィ
オ
シ
ー
氏
は
述
べ
た
。「
イ
ギ
リ
ス
のB

lack
and

W
hite

誌（
91
）の

美
術
家
と
対
応
す
る
よ
う
な
、
日
本
の
あ
る
流
派
の
美
術
家
に
つ
い

て
――
あ
る
い
は
美
術
家
と
い
う
よ
り
も
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
――
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
が
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
、

く

ぼ

た
べ
い

と
私
は
考
え
て
い
る
。
私
が
述
べ
た
い
の
は
久
保
田
米 （

92
）

せ
ん僊

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
彼
を
現
代
の
美
術
家
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼

は
ほ
と
ん
ど
目
が
見
え
ず
、
も
は
や
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
、
彼
の
作
品
に
日
本
人
特
有
の
創
作
に
お
け
る
素
早
さ
を
発

見
す
る
。
そ
の
特
徴
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
透
視
図
法
と
明
暗
法
を
取
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
西
洋
的
な
特
徴
は
、

－ 522 －



く

ぼ

た
べ
い

彼
の
息
子
で
パ
リ
に
留
学
し
た
久
保
田
米 （

93
）

さ
い斎

の
作
品
に
お
い
て
、
さ
ら
に
強
調
さ
れ
た
。
近
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
の
幾
人
か
は
、
古
い
日
本
の

様
式
で
描
い
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
前
の
世
代
が
選
ば
な
か
っ
た
主
題
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
」。
デ
ィ
オ
シ
ー
氏
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
相
当
す
る
東
京
の
展
覧
会（

94
）か

ら
、
多
く
の
作
品
を
例
示
し
た
。「
一
般
的
な
評
価
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

日
英
の
二
つ
の
展
覧
会
の
評
価
は
『
平
凡
で
非
常
に
悪
い
』
と
い
う
表
現
で
我
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
東
京
の
展
覧
会
の
う
ち
の
一
点
の
絵
画

は
「
暗
涙
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
い
わ
ゆ
る
義
和
団
事
件
に
お
け
る
最
近
の
鎮
圧
の
際
に
、
ロ
シ
ア
軍
が
占
領
し
た
清
国
の
村
を
描
い
た
作
品

で
あ
る
。
赤
ん
坊
が
銃
剣
の
上
に
投
げ
ら
れ
、
無
抵
抗
の
住
民
が
虐
殺
さ
れ
て
い
る（

95
）。

こ
れ
と
一
対
に
な
る
「
人
道
」
と
題
す
る
絵
画
も
同
じ
展

覧
会
に
出
品
さ
れ
て
お
り
、
清
国
の
軍
隊
に
よ
る
日
本
人
村
の
占
領
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
敵
の
傷
に
包
帯
を
巻
き
、
飢
え
た
人
び

と
に
食
料
を
与
え
て
い
る（

96
）。

こ
の
作
品
は
少
な
く
と
も
正
確
な
絵
だ
と
思
い
、
私
は
嬉
し
か
っ
た
。
こ
の
二
作
品
は
東
京
で
あ
ま
り
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
た
め
、
警
官
は
展
覧
会
か
ら
の
一
時
的
な
撤
去
を
命
じ
た（

97
）。

奇
妙
な
話
だ
が
、
日
本
協
会
の
仲
介
で
、
リ
バ
プ
ー
ル
在
住
の
会
員
が

日
本
人
の
美
術
家
と
連
絡
を
取
り
、
芸
術
的
な
価
値
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
興
味
か
ら
、
そ
の
二
作
品
を
買
い
上
げ
た
。
現
在
二
点
の
絵
画
は
イ

ギ
リ
ス
に
輸
送
中
で
あ
り
、
も
う
す
ぐ
リ
バ
プ
ー
ル
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
そ
の
会
員
は
信
じ
て

い
る
」。

結
論
と
し
て
デ
ィ
オ
シ
ー
氏
は
、
今
ま
で
日
本
協
会
で
聴
い
て
き
た
な
か
で
も
、
最
も
興
味
深
い
う
ち
の
一
つ
と
な
っ
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
の
論

文
に
対
し
て
、
感
謝
の
決
議
を
行
う
こ
と
を
支
持
し
、
喜
び
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
議
論
の
際
に
生
じ
た
意
見
の
相
違

に
つ
い
て
言
え
ば
、
小
さ
な
摩
擦
は
い
つ
も
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
を
活
性
化
し
て
き
た
。
ハ
イ
テ
氏
が
、『
今
回
の
会
合
は
そ
の
前
例
に
当
て
は

ま
ら
な
い
の
で
、
私
は
全
く
同
意
し
な
い
』
な
ど
と
考
え
た
り
は
し
な
い
、
と
私
は
信
じ
て
い
る
」。

デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
返
礼
を
述
べ
、
会
合
は
終
了
し
た
。

（
原
注
）
こ
の
論
文
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
表
記
法
を
採
用
し
て
お
り
、
日
本
の
名
字
を
本
名
の
後
に
記
し
て
い
る
。
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注

（
81
）
Ｇ
・
Ｃ
・
ハ
イ
テ（G

eorge
C

harles
H

aité
1855-1924

）は
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。R

oyal
Society

of
B

ritish
A

rtists

の
会
員
で
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
に
は
設
立
時
か
ら
参
加
し
、
ロ
ン
ド
ン
・
リ
ン
ネ
協
会
（L

innean
Society

of
L

ondon

）
の
会
員
で
も
あ
っ

た
（
以
上
の
点
に
つ
い
て
は

“G
eneral

L
ist

of
M

em
bers”,

in
T

he
Transactions

and
P

roceedings
of

T
he

Japan
Society,

L
ondon

,
V

ol.
1,

1893

を
参
照
）。
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
の
著
作P

lant
Studies

for
A

rtists,
L

ondon:
B

.
Q

uaritch,
1886

を
刊
行
し
て
お
り
、
一
八
九
一
年
刊

行
のT

he
Strand

M
agazine

創
刊
号
で
表
紙
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
翌
年
に
上
梓
さ
れ
た
ア
ー

サ
ー
・
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
』
初
版
本
（A

rthur
C

onan
D

oyle,
T

he
A

dventures
of

Sherlock
H

olm
es,

L
ondon:

G
.

N
ew

nes,
1892

）
の
表
紙
に
も
な
っ
た
。

（
82
）
原
文
に
は

“in
1881”

と
記
さ
れ
て
い
る
が
誤
り
で
あ
る
。
実
際
に
は
一
八
九
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
会

議
（International

C
ongress

of
O

rientalists

）
が
正
し
い
。
こ
の
会
議
でG

ottlieb
W

ilhelm
L

eitner

博
士
（1840-1899

）
が
イ
ン
ド
の
カ
シ

ミ
ア
工
場
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
っ
た
際
に
、
Ｇ
・
Ｃ
・
ハ
イ
テ
が
発
言
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
進
出
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
固

有
の
芸
術
が
ど
の
よ
う
に
堕
落
し
た
の
か
を
述
べ
、
強
い
口
調
で
非
難
し
て
い
る
。
詳
細
は
、H

.
C

ordier,
“T

he
Statutory

N
inth

International

C
ongress

of
O

rientalists”,
in

T
’oung

Pao
,V

ol.
2,

N
o.

5,
1891

を
参
照
。

（
83
）
加
藤
覚
（
生
没
年
未
詳
）
は
神
学
者
で
化
学
者
。
日
本
基
督
教
会
の
牧
師
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
ル
タ
ー
伝
の
先
駆
的
な
著
作
『
ま
る
て
ん
・

る
ー
て
る
伝
』
上
下
巻
（
警
醒
社
、
一
八
八
八
〜
一
八
八
九
年
）
の
著
者
で
も
あ
っ
た
が
、
一
八
九
〇
年
に
日
本
基
督
教
会
を
脱
会
し
、
日
本

人
初
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
牧
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
、
金
銭
問
題
で
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
る
（
土
屋

博
政
『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
沢
諭
吉
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）。
そ
の
後
、
加
藤
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、『
日
米
条
約
改
正
の
完

結
』（
好
明
館
、
一
八
九
五
年
）
な
ど
の
著
作
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
一
八
九
九
年
の
シ
カ
ゴ
在
住
中
に
粉
末
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
を

発
明
し
、
そ
の
技
術
は
ア
メ
リ
カ
で
実
用
化
さ
れ
た
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
が
日
本
に
伝
わ
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
の
こ

と
と
な
る
（
湯
本
豪
一
「
カ
ト
ウ
サ
ト
リ
」『
事
典
近
代
日
本
の
先
駆
者
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
年
）。
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
の
機

関
誌Transaction

and
P

roceedings
of

T
he

Japan
Society,

L
ondon

,V
ol.

1,
1893

に
掲
載
さ
れ
た

“G
eneral

L
ist

of
M

em
bers”

に
よ
れ
ば
、

加
藤
覚
は
一
八
九
二
年
か
ら
日
本
協
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、Transaction

and
P

roceedings
of

T
he

Japan
Society,

L
ondon

,V
ol.

2,

Part
1,

1894

に
掲
載
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
第
六
回
定
期
会
合
（
一
八
九
二
年
一
二
月
八
日
、
於T

he
Society

of
A

rts,
L

ondon

）
の
記

録
を
参
照
す
る
と
、C

harlotte
M

.
Salw

ey

の

“O
n

Japanese
Fans”

と
題
す
る
日
本
の
扇
に
関
す
る
発
表
の
際
に
も
、
加
藤
の
出
席
と
発
言

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
84
）
サ
ッ
ト
ン
・
パ
ー
マ
ー
（Sutton

Palm
er

1854-1933

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
家
、
風
景
画
家
。
プ
リ
マ
ス
に
生
ま
れ
、
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン

－ 524 －



ト
ン
美
術
学
校
（South

K
ensington

A
rt

School

）
在
学
中
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
二
〇
代
か
ら
水
彩
の
風
景
画
に
打
ち
込
み
、
ロ
イ
ヤ
ル
・

ア
カ
デ
ミ
ー
に
も
常
に
出
品
し
て
い
た
。
一
八
八
〇
年
か
ら
個
展
を
は
じ
め
、
ロ
ン
ド
ン
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
展
覧
会
を
開
い

た
。
詳
細
は

“N
ative

of
Plym

outh:
D

eath
of

E
m

inent
W

ater-colour
Painter”,

in
T

he
W

estern
M

orning
N

ew
s

and
D

aily
G

azette,
D

evon

E
ngland,

10
M

ay
1933

を
参
照
。

（
85
）
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
レ
イ
ト
ン
（Frederic

L
eighton

1830-1896

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
、
彫
刻
家
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
絵

画
を
学
び
、
ロ
ー
マ
や
パ
リ
で
の
滞
在
を
経
て
一
八
六
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
た
。
初
期
は
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
を
意
識
し
た
歴
史
画
や
宗

教
画
が
中
心
だ
っ
た
が
、
一
八
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
古
代
に
着
想
を
得
た
甘
美
な
作
品
を
制
作
。
明
確
な
構
図
と
鮮
や
か
な

色
彩
の
絵
画
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
大
衆
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
人
気
画
家
と
な
る
。
長
ら
く
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
長
を
務
め
て
爵

位
を
得
た
（『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』）。

（
86
）
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ツ
（G
eorge

Frederick
W

atts
1817-1904

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
、
彫
刻
家
。
一
八
四
三
年
に
ウ
ェ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
ホ
ー
ル
の
壁
画
下
絵
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
等
賞
を
獲
得
し
、
そ
の
後
は
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
て
古
代
彫
刻
や
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画

を
研
究
し
た
。
帰
国
後
は
カ
ー
ラ
イ
ル
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
、
テ
ニ
ス
ン
な
ど
当
時
の
著
名
人
の
肖
像
画
を
多
数
描
く
。
次
第
に
愛
や
死
と
い
っ

た
寓
意
的
な
テ
ー
マ
の
作
品
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
六
〇
年
代
以
降
は
彫
刻
制
作
に
も
情
熱
を
傾
け
た
（『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』）。

（
87
）
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
（John

C
onstable

1776-1837

）
は
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
風
景
画
家
。
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
美

術
学
校
で
学
び
、
一
八
〇
二
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
展
で
入
選
。
そ
の
後
は
風
景
画
に
専
念
し
た
。
故
郷
サ
フ
ォ
ー
ク
の
風
景
が
制
作
の
原
点
に
あ

り
、
自
分
の
眼
で
捉
え
た
自
然
を
描
き
続
け
る
。
結
婚
後
は
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
に
住
み
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
風
景
も
描
い

た
。
パ
リ
・
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
た
「
干
し
草
車
」（
一
八
二
一
年
）
が
ド
ラ
ク
ロ
ワ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
に
注
目
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
る
。

近
代
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
発
展
に
影
響
を
与
え
た
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
（『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』）。

（
88
）
Ｗ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ミ
ス
（W

illiam
H

arding
C

ollingw
ood

Sm
ith

1848-1922

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
家
で
日
本
美
術
収
集
家
。R

oyal

Society
of

B
ritish

A
rtists

の
会
員
で
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
に
は
一
八
九
二
年
か
ら
入
会
し
、
同
年
の
日
本
協
会
第
一
回
定
期
会
合
で
は
狩
野

元
信
や
狩
野
山
楽
の
掛
け
物
を
展
示
し
て
い
る（
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、The

Transactions
and

P
roceedings

of
T

he
Japan

Society,
L

ondon,

V
ol.

1,
1893

を
参
照
）。
日
本
協
会
定
期
会
合
に
頻
繁
に
姿
を
見
せ
て
お
り
、
第
三
八
回
定
期
会
合
（
一
八
九
九
年
三
月
二
二
日
、
於
ロ
ン
ド

ン
日
本
協
会
ホ
ー
ル
）
で
は

“T
he

C
ha-no-yu,

or
T

ea
C

erem
ony”

と
題
し
て
茶
の
湯
の
論
文
発
表
を
行
っ
た
。
詳
細
は
、T

he
Transactions

and
P

roceedings
of

T
he

Japan
Society,

L
ondon

,V
ol.

5,
1902

を
参
照
。

（
89
）
フ
ェ
ー
ン
・
ス
パ
イ
ア
ー
ズ
（R

ichard
Phené

Spiers
1838-1916

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
で
著
作
家
。
パ
リ
留
学
を
経
て
一
八
七
一
年
か
ら

サ
ー
・
デ
ィ
グ
ビ
ー
・
ワ
イ
ア
ッ
ト
ら
の
建
築
事
務
所
で
勤
務
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
や
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
各
地
に
も
旅
行
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し
、
建
築
や
装
飾
に
関
す
る
膨
大
な
ス
ケ
ッ
チ
を
残
す
と
と
も
に
、
多
く
の
水
彩
画
も
描
い
た
（
現
在
、V

ictoria
and

A
lbert

M
useum

が
所

蔵
）。
ま
た
幅
広
い
分
野
の
著
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
長
年
に
渡
っ
て
建
築
の
講
義
を
担
当
し
た
。
一

九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
建
築
界
で
特
異
な
位
置
を
占
め
た
人
物
だ
っ
た
。
詳
細
は
、T

he
E

ncyclopaedia
B

ritannica
,

12th
edition,V

ol.
32,

L
ondon:

E
ncyclopæ

dia
B

ritannica,
1922

を
参
照
。

（
90
）
ア
ー
サ
ー
・
デ
ィ
オ
シ
ー
（A

rthur
D

iósy
1856-1923

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
著
述
家
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
父
親
と
フ
ラ
ン

ス
出
身
の
母
親
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
期
か
ら
外
国
語
に
親
し
み
、
数
カ
国
の
言
語
を
操
る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
の

設
立
は
、
一
八
九
一
年
の
国
際
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
会
議
日
本
分
科
会
で
の
デ
ィ
オ
シ
ー
の
提
案
に
始
ま
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
八
九
八

年
に
日
本
に
関
す
る
著
書T

he
N

ew
Far

E
ast,

L
ondon:

C
assell,

1898

を
上
梓
し
た
。
翌
一
八
九
九
年
に
は
来
日
し
、
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
て

い
る
。
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で
は
発
足
以
来
、
名
誉
幹
事
、
次
い
で
副
理
事
長
と
な
り
、
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
は
理
事
長
を
勤

め
た
。
一
八
九
四
年
に
は
駐
英
公
使
青
木
周
蔵
の
申
請
に
基
づ
い
て
勲
三
等
旭
日
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
歴
を
も
つ
一
方
で
、

派
手
に
自
己
宣
伝
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。（
長
岡
祥
三
「
日
本
協
会
の
創
立
者
ア
ー
サ
ー
・
デ
ィ
オ
シ
ー
」『
英
学
史
研
究
』
第
二
九
号
、
一
九

九
六
年
）。
こ
の
性
格
の
一
端
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
講
演
会
で
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
91
）Black

and
W

hite

は
イ
ギ
リ
ス
の
絵
入
り
週
刊
誌
。一
八
八
九
年
に
創
刊
さ
れ
、一
八
九
一
年
にB

lack
and

W
hite:

A
W

eekly
Illustrated

R
ecord

and
R

eview

と
改
題
さ
れ
た
。
創
刊
当
初
は
時
事
的
な
記
事
を
中
心
と
し
た
が
、
一
八
九
九
年
以
降
は
書
評
、
詩
、
物
語
、
ゴ
シ
ッ
プ
欄
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
欄
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
一
二
年
に
絵
入
り
新
聞Sphere

（
一
九
〇
〇
年
創
刊
、
一
九
六
四

年
終
刊
）
に
吸
収
さ
れ
た
。
詳
細
は
、ed.

L
aurel

B
rake,

M
arysa

D
em

oor,
D

ictionary
of

N
ineteenth-C

entury
Journalism

in
G

reat
B

ritain

and
Ireland

,
L

ondon:
B

ritish
L

ibrary,
2009

を
参
照
。

（
92
）
久
保
田
米
僊
（1852-1906

）
は
明
治
期
の
日
本
画
家
。
明
治
の
京
都
博
覧
会
や
内
国
絵
画
共
進
会
で
た
び
た
び
受
賞
し
て
認
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
一
八
八
〇
年
の
京
都
府
画
学
校
開
校
や
一
八
九
〇
年
の
京
都
美
術
協
会
創
立
な
ど
、
京
都
日
本
画
壇
の
体
制
刷
新
に
尽
力
し
た
。
一
八
九

〇
年
か
ら
は
徳
富
蘇
峰
に
請
わ
れ
て
国
民
新
聞
社
に
入
社
し
、
そ
れ
以
降
は
新
聞
挿
絵
に
才
腕
を
ふ
る
っ
た
。
特
に
一
八
九
三
年
シ
カ
ゴ
万
国

博
覧
会
や
翌
一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
に
つ
い
て
の
報
道
記
録
画
は
、
当
時
の
時
事
風
俗
画
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
（
富
山
秀
男
「
久
保
田
米

僊
」『
国
史
大
辞
典
』）。
米
僊
は
ア
ー
サ
ー
・
デ
ィ
オ
シ
ー
の
著
書T

he
N

ew
Far

E
ast,

L
ondon:

C
assell,

1898

に
挿
絵
を
提
供
し
て
い
る
。

（
93
）
久
保
田
米
斎
（1874-1937

）
は
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
画
家
、
舞
台
美
術
家
。
久
保
田
米
僊
の
長
男
で
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
。
そ
の
後
、
松
竹
合
名
社
に
入
社
し
、
二
代
目
市
川
左
団
次
の
「
修
禅
寺
物
語
」
な
ど
の
舞
台
の
背
景
画
や
、
雑

誌
『
歌
舞
伎
』
の
表
紙
画
を
担
当
し
た
（『
日
本
人
名
大
辞
典
』）。

（
94
）
こ
の
後
で
デ
ィ
オ
シ
ー
が
言
及
す
る
絵
画
二
点
（「
暗
涙
」「
人
道
」）
が
出
品
さ
れ
た
展
覧
会
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
こ
で
の
「
東
京
の
展
覧
会
」
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と
は
、
日
本
絵
画
協
会
と
日
本
美
術
院
に
よ
る
連
合
絵
画
共
進
会
展
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
95
）
こ
の
絵
画
は
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
（
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
五
日
〜
一
二
月
八
日
、
於
上
野
公
園

旧
博
覧
会
跡
第
五
号
館
）
に
出
品
さ
れ
た
、
尾
竹
国
観
「
人
道
」
を
指
す
。
尾
竹
国
観
（
お
だ
け
・
こ
っ
か
ん1880-1945

）
は
明
治
か
ら
昭
和

前
期
に
か
け
て
の
日
本
画
家
。
次
の
注（
96
）で
述
べ
る
日
本
画
家
の
尾
竹
竹
坡
の
弟
で
あ
る
。
小
堀
鞆
音
ら
に
師
事
し
て
歴
史
画
を
学
び
、
初

期
の
日
本
美
術
院
な
ど
で
新
進
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
一
九
〇
九
年
の
「
油
断
」
を
皮
切
り
に
文
展
で
活
躍
し
て
お
り
、
歴
史
的
題
材
の

作
品
を
得
意
と
し
、
屏
風
仕
立
て
の
大
作
を
数
多
く
制
作
し
た
（『
近
代
日
本
美
術
事
典
』）。
国
観
の
「
人
道
」
は
兄
竹
坡
の
「
暗
涙
」
と
同
時

展
示
さ
れ
た
作
品
だ
が
、
当
時
の
新
聞
雑
誌
を
調
査
す
る
と
、
残
虐
な
作
品
の
画
題
が
「
人
道
」
で
、
人
道
的
な
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「
暗
涙
」

と
な
っ
て
い
る
（
こ
れ
が
単
な
る
間
違
い
か
、
尾
竹
兄
弟
の
意
図
的
な
タ
イ
ト
ル
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
デ
ィ
オ
シ
ー
は
ロ
シ
ア

軍
に
よ
る
残
虐
な
行
為
か
ら
判
断
し
て
作
品
の
画
題
を

“T
ears”

（
暗
涙
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
日
本
の
新
聞
雑
誌
で
は
ロ
シ
ア
軍
の
残
虐
さ
を

描
い
た
絵
画
は

“M
ercy”

（
人
道
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
国
観
の
「
人
道
」
は
『
日
本
美
術
』
第
二
四
号
（
一
九
〇
〇
年
一
一
月
）
に

図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
96
）
こ
の
絵
画
は
、
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
（
注（
95
）と
同
じ
）
に
出
品
さ
れ
た
、
尾
竹
竹
坡
「
暗
涙
」

を
指
す
。
尾
竹
竹
坡
（
お
だ
け
・
ち
く
は1878-1936

）
は
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
日
本
画
家
。
前
の
注（
95
）で
述
べ
た
尾
竹
国
観
の

兄
で
あ
る
。
一
八
九
八
年
の
日
本
絵
画
協
会
展
で
褒
状
一
等
を
受
賞
。
小
堀
鞆
音
ら
に
師
事
し
て
大
和
絵
を
学
び
、
一
九
〇
六
年
に
は
大
同
絵

画
会
設
立
に
参
加
し
た
。
翌
年
、
同
会
は
日
本
美
術
院
な
ど
と
連
合
し
て
国
画
玉
成
会
と
な
る
が
、
続
く
一
九
〇
八
年
の
第
一
回
展
の
際
に
竹

坡
は
岡
倉
覚
三
と
衝
突
し
て
退
会
し
た
。
そ
の
後
は
文
展
で
活
躍
し
、
力
量
を
認
め
ら
れ
た
（『
近
代
日
本
美
術
事
典
』）。
デ
ィ
オ
シ
ー
は
人
道

的
な
内
容
か
ら
判
断
し
て
本
作
の
タ
イ
ト
ル
を

“M
ercy”

（
人
道
）と
し
て
い
る
が
、
同
時
代
の
日
本
の
新
聞
雑
誌
で
は
全
て

“T
ears”

（
暗
涙
）

と
題
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注（
95
）も
参
照
）。
ま
た
、
本
作
に
つ
い
て
デ
ィ
オ
シ
ー
は
、
清
国
の
軍
隊
が
日
本
人
の
村
を
訪
れ
た

場
面
だ
と
解
説
し
て
い
る
が
、『
日
本
美
術
』
第
二
四
号
（
一
九
〇
〇
年
一
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
暗
涙
」
の
図
版
を
参
照
す
る
と
、
日
本
軍

が
清
国
の
村
を
訪
れ
た
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
デ
ィ
オ
シ
ー
の
発
言
は
訂
正
が
必
要
で
あ
る
。

（
97
）
当
時
の
新
聞
報
道
を
調
査
し
た
が
、
管
見
の
限
り
で
は
警
察
当
局
の
介
入
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
尾
竹
兄
弟
の
二
作
品
に
対
す
る
同
時
代
評

と
し
て
は
、
手
厳
し
い
内
容
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
、
巽
園
「
第
九
回
絵
画
共
進
会
（
二
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
〇
年
一
一
月
一
八
日

朝
刊
）
は
、「
今
回
の
出
品
中
最
も
俗
衆
の
眼
を
惹
け
り
」
と
尾
竹
兄
弟
の
作
品
を
紹
介
し
、「
暗
涙
と
云
ふ
画
題
の
不
適
当
な
る
」
と
、
前
の

注（
95
）及
び（
96
）で
も
紹
介
し
た
画
題
の
わ
か
り
に
く
さ
に
苦
言
を
呈
し
、
残
虐
な
場
面
に
つ
い
て
も
「
血
汐
を
塗
り
散
ら
せ
し
ハ
看
板
画
め

き
て
不
賛
成
な
り
」
と
批
評
し
て
い
る
。
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【
④
絵
画
の
展
示
リ
ス
ト
】

日
本
協
会
会
合
（
一
九
〇
二
年
一
二
月
一
〇
日
）
で
展
示
さ
れ
た
日
本
人
美
術
家
に
よ
る
絵
画

――
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
に
よ
る
論
文
の
実
例
と
し
て
――

《
画
家
》

《
画
題
》

廣
岡
伊
兵
衛

…

海
（
友
禅
染
）

渡
部
審
也

…
（
一
）
海
老
漁
（
油
彩
画
）﹇
図
八
を
参
照
﹈（
二
）
僧
侶
の
清
掃

い
し
い
は
く

石
井
柏 （

98
）

て
い亭

…

農
家
の
少
女
（
絹
絵
）

河
久
保
正
名（

99
）

…

生
け
花
（
油
彩
画
）

た
か
む
ら
ま
さ

高
村
真 （

100
）

お夫

…

フ
ル
ー
ト
を
吹
く
少
年
（
油
彩
画
）

五
百
城
文
哉

…
（
一
）
徳
川
家
康
の
大
霊
廟
、
日
光
、
幣
殿
（
二
）
幣
殿
の
入
口
、
日
光
、
徳
川
家
康
の
大
霊
廟
﹇
図
一
を
参
照
﹈

（
三
）
日
光
の
巡
礼
者
（
四
）
岩
団
扇
と
呼
ば
れ
る
植
物
（
五
）
皿
を
も
つ
農
婦
（
六
）
日
没
の
漁
船
（
七
）
雪
景
色

（
八
）
稲
扱
き
（
九
）
木
炭
運
び
（
一
〇
）
日
光
の
塔
と
鳥
居

二
世
五
姓
田
芳
柳

…
（
一
）
富
士
山
（
二
）
毛
糸
巻
き
（
三
）
筑
波
山
の
家
造
り
（
四
）
木
の
幹
（
五
）
九
段
下
の
寺
院
の
庭
（
六
）
朝
顔

（
七
）
藤
の
花
﹇
図
五
を
参
照
﹈（
八
）
東
京
湾
の
船
（
九
）
東
京
近
辺
の
早
春
（
一
〇
）
田
舎
（
一
一
）
芍
薬
（
一
二
）

牛
臥
山
に
て

O
.N

am
po

…

飛
ぶ
ツ
バ
メ
﹇
図
三
を
参
照
﹈

三
宅
克
己

…

小
田
原
に
て

マ

マ

石
川
寅
治

…
（
一
）
雨
の
鐘
撞
き
堂
﹇
図
七
を
参
照
﹈（
二
）
水
車
﹇
図
四
を
参
照（

101
）﹈（

三
）
水
車
小
屋
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石
川
欽
一
郎

…
（
一
）
琵
琶
演
奏
家
﹇
図
四
参
照
﹈（
二
）
利
根
川
上
流
の
水
車
（
三
）
並
木
道
（
四
）
新
小
金
井
の
桜
（
五
）
川
の
風
景

お
お
し
た
と
う
じ

大
下
藤
次 （

102
）

ろ
う郎

…
（
一
）
竹
林
（
二
）
芍
薬

J.K
asagi （

103
）

…

魚
と
稚
魚

ま
る
や
ま
ば
ん

丸
山
晩 （

104
）

か霞

…
（
一
）
雪
景
色
（
二
）
菊
と
バ
ナ
ナ

K
.T

am
aki （

105
）

…

宇
治
平
等
院

I.K
w

ashikw
an

…
（
一
）
楓
﹇
図
二
を
参
照
﹈（
二
）
日
光
の
寺

K
.A

sano （
106
）

…

清
水
寺

I.H
anaeda （

107
）

…
（
一
）
簑
を
着
た
農
夫
（
二
）
縫
い
物
す
る
少
女

わ
た
な
べ
ほ
う

渡
辺
豊 （

108
）

し
ゅ
う洲

…

竹
藪

B
.O

kuyam
a （

109
）

…

少
女
と
梅

た
か
は
し
か
つ

高
橋
勝 （

110
）

ぞ
う蔵

…

竹
の
道
、
日
光

中
澤
弘
光

…

創
作
す
る
画
家
﹇
図
六
を
参
照
﹈

S.Y
am

am
oto （

111
）

…
（
一
）
少
女
と
生
け
花
（
二
）
蜂
と
僧
侶

K
azum

a
O

ta （
112
）

…
（
一
）
菜
の
花
畑
の
子
ど
も
（
二
）
桜
の
木
の
下
（
三
）
百
合
と
古
い
甲
冑

な
か
ば
や
し

中
林 （

113
）

せ
ん僲

…

清
水
寺
の
三
重
塔

K
.Shusen （

114
）

…

端
午
の
節
句

加
え
て
、
小
笠
原
豊
涯
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
絹
絵
六
点
、
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
七
点

（
原
注
）
以
上
の
絵
画
は
、
特
記
し
な
い
限
り
水
彩
画
で
あ
る
。
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注

（
98
）
石
井
柏
亭
（1882-1958

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
日
本
画
家
石
井
鼎
湖
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
弟
は
彫
刻
家
の
石
井

鶴
三
。
幼
少
期
か
ら
父
に
日
本
画
を
学
び
、
水
彩
画
を
独
習
し
た
。
一
八
九
八
年
か
ら
浅
井
忠
に
師
事
し
、
洋
画
家
を
志
す
。
一
九
〇
二
年
に

太
平
洋
画
会
展
の
会
員
と
な
る
。
一
九
〇
七
年
か
ら
は
美
術
雑
誌
『
方
寸
』
を
創
刊
。
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留

学
し
た
。
パ
ン
の
会
、
日
本
水
彩
画
会
、
二
科
会
、
一
水
会
な
ど
を
創
立
。
日
本
美
術
界
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治

美
術
」
展
図
録
』）。

（
99
）
河
久
保
正
名
（
生
没
年
未
詳
）
は
明
治
期
の
水
彩
画
家
。
明
治
美
術
会
の
出
品
目
録
な
ど
で
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
光
を
描
い
た

多
く
の
水
彩
画
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注（
77
）の
田
中
正
史
「
日
光
の
社
寺
を
描
い
た
水
彩
画
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
100
）
高
村
真
夫
（1876-1954

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
一
八
九
九
年
に
小
山
正
太
郎
の
画
塾
「
不
同
舎
」
に
入
門
し
、
一
九
〇

二
年
に
設
立
さ
れ
た
太
平
洋
画
会
の
会
員
と
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
の
東
京
勧
業
博
覧
会
で
三
等
賞
を
受
賞
。
一
九
一
四
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
は
明
治
神
宮
聖
徳
記
念
絵
画
館
の
「
北
海
道
巡
幸
屯
田
兵
御
覧
の
図
」
の
制
作
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
（『「
も
う
ひ
と

つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
101
）
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
原
文
に
は

“see
Plate

IV
”

（
図
四
を
参
照
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
誤
記
で
あ
る
。
実
際
に
は

“see
Plate

IX
”

（
図
九
を
参
照
）

が
正
し
い
。

（
102
）
大
下
藤
次
郎
（1870-1911

）
は
明
治
期
の
水
彩
画
家
。
中
丸
精
十
郎
、
後
に
原
田
直
次
郎
に
師
事
し
、
一
九
〇
一
年
に
は
『
水
彩
画
之
栞
』（
新

聲
社
）
を
上
梓
し
た
。
一
九
〇
二
年
の
太
平
洋
画
会
創
設
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
一
九
〇
五
年
に
春
鳥
会
を
設
立
し
、
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』
を

創
刊
し
た
。
一
九
〇
六
年
に
は
水
彩
画
講
習
所
（
後
の
日
本
水
彩
画
研
究
所
）
を
開
設
し
、
水
彩
画
の
普
及
に
尽
力
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の

明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
103
）“J.

K
asagi”

は
詳
細
不
明
。

（
104
）
丸
山
晩
霞
（1867-1942

）
は
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
洋
画
家
。
本
多
錦
吉
郎
の
画
塾
「
彰
技
堂
」
で
学
ぶ
。
一
八
九
八
年
に
は
明
治

美
術
会
展
創
立
一
〇
周
年
記
念
展
に
「
冬
の
日
中
」
な
ど
水
彩
画
一
六
点
を
出
品
。
翌
年
も
同
展
に
多
数
の
水
彩
画
を
出
品
し
た
。
一
八
九
九

年
に
は
満
谷
国
四
郎
ら
と
渡
米
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
由
し
て
一
九
〇
一
年
に
帰
国
し
た
。
一
九
〇
七
年
に
は
大
下
藤
次
郎
ら
と
日
本
水
彩
画

会
研
究
所
を
設
立
し
、
そ
の
後
も
水
彩
画
の
普
及
に
尽
力
し
た
（『
近
代
日
本
美
術
事
典
』）。

（
105
）“K

.
T

am
aki”

は
詳
細
不
明
。
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
は
玉
置
金
司
と
推
測
し
て
い
る
。

（
106
）“K

.A
sano”

は
詳
細
不
明
。
注（
105
）の
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』
は
浅
野
快
泉
と
推
測
し
て
い
る
。

（
107
）“I.

H
anaeda”

は
詳
細
不
明
。

－ 530 －



（
108
）
渡
辺
豊
洲
（1863-1915

）
は
明
治
期
の
洋
画
家
。
大
阪
の
文
人
画
家
木
下
芦
洲
に
日
本
画
を
学
び
、
そ
の
後
に
上
京
し
て
洋
画
を
学
ん
だ
が
、

誰
が
師
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
横
浜
で
外
国
商
館
に
勤
め
て
絵
を
描
く
が
、
官
設
展
覧
会
に
は
出
品
し
て
い
な
い
。
後
に
日
本
美
術
協

会
会
員
と
な
り
、
太
平
洋
画
会
に
も
出
品
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。

（
109
）“B

.
O

kuyam
a”

は
詳
細
不
明
。

（
110
）
高
橋
勝
蔵
（1860-1917

）
は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
画
家
。
一
八
八
五
年
に
渡
米
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
画
学
校
に
入
学
。
ヘ
ン

リ
ー
・
ゲ
ー
ツ
ら
に
師
事
す
る
。
一
八
九
三
年
に
帰
国
し
、
東
京
芝
公
園
に
芝
山
絵
画
研
究
所
を
開
き
、
芝
山
と
号
し
た
。
そ
の
後
は
一
九
〇

七
年
の
東
京
勧
業
博
覧
会
や
文
展
に
出
品
し
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図
録
』）。
注（
105
）の
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀

行
』
は
日
本
画
家
の
高
橋
広
湖
と
推
測
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
洋
画
家
の
高
橋
勝
蔵
と
考
え
た
。

（
111
）“S.Y

am
am

oto”

は
詳
細
不
明
。

（
112
）“K

azum
a

O
ta”

は
詳
細
不
明
。

（
113
）
中
林
僲
（1878-1937
）
は
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
水
彩
画
家
。
一
八
九
四
年
か
ら
伊
藤
快
彦
の
画
塾
「
鍾
美
会
」
で
洋
画
を
学
び
、
そ

の
後
は
浅
井
忠
か
ら
も
指
導
を
受
け
た
。
一
九
〇
一
年
の
第
一
回
展
か
ら
関
西
美
術
会
展
に
出
品
し
、
一
九
〇
四
年
の
第
三
回
展
で
水
彩
画
一

等
を
受
け
た
。
ま
た
一
九
〇
三
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
褒
状
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
太
平
洋
画
会
展
や
文
展
な
ど
に
出
品

し
た
。
一
九
一
四
年
の
二
科
展
創
立
に
も
参
加
し
、
そ
の
翌
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
中
央
美
術
』
で
は
編
集
同
人
と
な
っ
て
い
る
（『
近
代
日
本
美

術
事
典
』）。

（
114
）“K

.
Shusen”

は
詳
細
不
明
。
た
だ
し
田
中
正
史
氏
に
よ
れ
ば
、
日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
を
描
い
た
画
家
に

“Shusen”

と
い
う
詳
細
未
詳
の
人

物
が
お
り
、
さ
ら
に
一
九
〇
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
日
本
人
画
家
に
よ
る
水
彩
画
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、

“Shusen”

と
は
小
杉
未
醒
の
雅
号
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
だ
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注（
77
）の
田
中
正
史
「
日
光
の
社
寺
を
描
い
た

水
彩
画
に
つ
い
て
」
を
参
照
。
小
杉
未
醒
〔
放
菴
〕（
こ
す
ぎ
・
み
せ
い
〔
ほ
う
あ
ん
〕1881-1964

）
は
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
洋
画

家
、
日
本
画
家
。
日
光
に
生
ま
れ
、
五
百
城
文
哉
の
内
弟
子
と
な
り
、
一
九
〇
三
年
に
は
太
平
洋
画
会
に
油
彩
画
を
出
品
。
こ
の
時
期
か
ら
未

醒
と
い
う
雅
号
を
用
い
た
。
一
九
一
三
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
歴
し
て
翌
年
帰
国
。
一
九
二
二
年
に
は
春
陽
会
結
成
に
参
加
し
た
。
一
九
二
九

年
の
中
国
旅
行
を
機
に
放
菴
と
改
号
、
そ
れ
以
降
は
日
本
画
を
中
心
に
俳
味
に
満
ち
た
世
界
を
描
い
た
（『「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
」
展
図

録
』）。

【
付
記
】
本
稿
はJSPS

科
研
費17K

02483

及
び
西
南
学
院
大
学
二
〇
一
九
年
度
在
外
研
究
⒜
の
成
果
で
あ
る
。
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